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べ
な
い
ド
こ
び
意
味
に
於
い
て
彼
，の
^
<1
科
學
は
'
.ぼ

7
0
;1:
(0
_
學
的
管
理
.法
に
：依
つ
：て
著
明
に
せ
^
れ
た
、
：
运

現

^S
#

の
實 

際
的
婴
求
セ
あ
る
勞
働
能
率
の

と
い
ふ
資
本
家
的
要
求
に
奉
仕
す
：ベ
く
漸
次
挪
大
！
化̂
せ
ら
れ
來
つ
た㈣

a

W矶
究
の
發
展
過
程 

に
於
け
る
最
近
の
業
蹌
で
あ
る
？
そ
.れ
は
正
に
.科
學
的
管
理
法
|
精
神
技
術
齋
|
勞
働
科
學
な
る

一
蓮
の
發
展
.の
最
近
の
段
措
を
示
す 

も
の
で
あ
つ
て
、
'そ
の
所
謂
科
學
的
硏
究
の」

發
展
を
指
導
し
來
れ
る
輸
神
が
资
本
象
的
乾
求
1
蕋
礎
づ
比
ら
れ
て
ゐ
る
°

L
i
p
m
a
n
n

の
勞
働
pf
學
.の
窻
義
を
か
く
の
如
ぐ
に
懈
す
る
こ
と
に
依
つ
て
晋
々
は
、
双
の
.罾
{1
#

の̂
存
在
の
真
の
.意
義
を
求
め
得 

る
。
此
處
に
#
び
私
は
讀
者
0
注
意
5:
-
本
節
の
初
頭
に
即
戾
し
て
、
，更
ら
に
私
は
次
ぎ
の
如
き
問
題
を
請
著
に
提
供
し
や
ぅ
。
即
ち
、

L
i
p
m
a
n
n

の
勞
働
科
擧
は
他
の
諸
見
解
に
比
：し
て
何
故
に
優
れ
た
意
義
を
持
つ
て
居
る
か
、
.和
は
こ
れ
に
對
し
て
次
ぎ
の
如
く
囘
答
し
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得
る
で
あ
.ら
ぅ
。
勞
働
の
合
理
，化
に
關
す
る
资
本
家
的
耍
求
は
實
踐
：

g

に
はlel3ensfe.rn

か
抽
象
論
を
慾
し
な
い
。
彼
が
勞
働
科
學
に 

於
い
て
、
從
來
の
勞
働
生
理
學
並
に
勞
働
心
现
學
の
#
在
に
も
枸
ら
ず
、
■蓮

が

'な
る
概
念
を
持
ち
出
し
た
こ
と
、
而
し
て
彼
自
ら
自 

任
す
る
が
如
く
實
踐
的
杻
務
を
.靈
視
す
る
勞
働
科
學
に
於
い
て
右
の
兩
科
學
部
門
.の
#
在
、
？
否
從
來
の
：.總
て
の
勞
働
に
關
す
る
應
用
諸 

'
科
學
の
#
法
を
有
効
に
利
用
し
て
.、
そ

0
上
に
他
：の
何
れ
，の
科
學
的
所
產
に
：比
し
て
も
優
れ
た
、
資
本
家
的
要
：求
に
具
體
的
に
役
立
ち 

得
る
實
踐
的
諸
方
策
の
科
學
的
結
論
を
提
供
し
や
ぅ
と
す
る
企
圖
を
充
分
滿
し
て
ゐ
る9 
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ー
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附
記
本
稿
は
特
に
私
の
多
忙
の
際
に_

.

私
は
仙
峯
；に
開
か
れ
る
第
四
囘
日
本
心
理
學
會
に
出
席
の
た
め
に
間
も
な
ぐ
出
發
し
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
し
、
又
そ
の
た
め
の
堆
備
も
必
要
で
あ
る
際
に——

急
い
で
霄
か
ね
ば
な
ら
な
か
づ
た
の
で
、
多
く
の
點
に
於
い
て
不
充
分 

な
る
を
免
れ
な
か
つ
，た
。
此
の
點
は
纏
て
後
の
機
會
に
補
疋
す
る
こ
と
\
し
て
此
處
に
讀
者
の
寬
恕
を
乞
ひ
度
い
。
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九
三
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値
學
說
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觀
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し
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濟
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メ
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價
値
か
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
か

!

へ
價
値
學
說
無
用
論
概
観
.
.

經
濟
學
上
の
價
値
理
論
は
、
前
世
紀
の
後
半
に
於
て
，
所
謂
る
限
界
效
用
擧
派
の
出
現
に
依

t

新
.

生
面
を
開
拓
さ
れ
、

一
大
發
展
を 

遂
ぐ
る
に
至
り

'

憤
値
规
論
は

f

時
は
限
界
效
用
說
祀
依
リ
て
頂
點
に
達
せ
ん
と
し
た
る
が
如
き
觀
を
呈
し
た
。
が
日
進
月
步
の
人
間 

の
智̂

. ^

該
學
派
が
其
儆
眞
直
に
成
長
す
る
こ
と
を
許
さ
な
が
っ
た
。
例
へ

.

ば
今
日
、

一.

般
に
限
报
效
用
學
派
と
稱
へ
ら
れ
て
居
る̂

 

の
も

S

は
睞
に
、
或
は
英
國
の
傅
統
的
な
客
觀
的
價
値
學
說
と
妥
協
し
て
折
衷
學
派
叉
は

.

劍
橋
學
派
に
、
或
は
數
學
派
の
主
張
を
取
入 

化
た
る
平
衡
論
叉
は
ロ
ー
ザ
ン
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そ
の
各
分
派
そ
れ
ぐ
が
本
來
の
效
用
說
又
は
填
太
利
學
派
湯
し
i

l

f
加
へ
：
，

^
^
^

^

..

.
塊
太
利
學
派
の
素
直
な
成
長
を
妨
げ
る
馨
は
.上
記
の
様
&
内
部
的
分
裂
が
ら
生
れ
て
來
た
も
ね
許
り
で
は
まC

。
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ず
る
人
々
は
マ
ル
：ク
ス
に
依
？

與
ベ
ら
れ
I

働
壇
學
說
を
其
儘
'

f
取
っ
て
外
部
か
1

^
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I

主
義
的
な
斯
様
な
一
而
的
議
は
敷
く
措
く
と
し
て
も
、
更
に
5

の
新
し
い
障
害
|

|

:の
終
|

生
れ
、
現
S

に
爲
づ 

| 

て
念
速
な
勢
で
摘
っ
て
行
っ
た
。
價
蔚
說
無
用
論
即
ち
■之
で
あ
る
。
價
姐
學
說
無
用
論
の
魁
と
爲
っ
た
議
論
は
一
般
に
フ
..リ

1
ド

リ
ッ
ヒ
•
フ
、

ン
•
ゴ
ッ
ト
ル
オ
ツ
ト
リ
：リ
エ
ン
フH

ル
ト
の
マ
價
値
思
想
、
經
濟
學
の
.暖
眯
な
る
獨
斷
的
敎
義」

I

と
題
す
る
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で
あ
ら
ぅ
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ゴ
ッ
ト
ル
が
：此
書
I

し
た
一
八
九
七
年
頃
は
、
恰
度
現
代
の
主
觀
的
價
値
现
論
は
唱
導
さ
れ
て
か
ら
f

な
い
I

t

、
I

\ 

論
は
充
分
に
說
明
さ
れ
も
せ
ず
又
理
解
管
行
屆
い
て
居
ら
ぬ
時
代
で
あ
っ
た
。
加
ふ
る
に
邦
以
前
の
现
論
に
は
確
定
的
統
一
的
な
も
の

力
無
力
っ
た
の
で
あ
る
？
從
っ
て
此
方
面
に
向
っ
て
新
し
く
硏
究
を
始
め
る
者
が
價
値
理
論Q

糧
た
る
狀
態
に
廳
し
て
唯
徒
に
迷

ふ
ょ
り
外
に
爲
す
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
の
は
無
现
も
無
い
次
第
で
、「

萆
門
家
に
向
つ
て
一
體
全
體『

價
値
論』

に
於
て
確
，f

1て

f

學
f

.
の
占
有
狀
態
た
る
可
f

の
は
何
で
あ
る
か
と
直
截
I

ふ
た
場
合
に
、
之
に
答
へ
る
爲
|

し
も
當
惑
せ
ぬ
媒
問
家
が

.
何

處

篇

る

2

1

か」(

I

と
い
ふ
考
を
、
ゴ
ッ
ト
ル
が
摄
論
に
就s

:
i

時
懷
く
遙
っ
た

f

亦
決
し
て
偶
然
で
は
他
ス
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在
來
の
價
篇
論
に
對
す
る
斯
様
な
不
滿
は
以
後
或
は
之
を
無
f

爲
し
全
く
之
I

ら
ず
し
て
經
濟
的
交
換
現
象
一
役
を
說
明
せ

ん
と
す
る

S

み
や
、
或
は

「

似
値」

な
る
稱
呼
の
下
に
從
來
使
il
j
さ
れ
來
っ
た
概
念
を
使
用
し
な
い
で
、
全
然
別
箇
の
方
法
に
依

P
新
規 

に
#
成
せ
ら
れ
た
る
概
企
を̂.川
し
て
似
格
形
成

Q

现
擊-I

說
明
し
や
ぅ
と
す
る
努
力
を
ば
漸
次
降
；盛
な
ら
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ 

る
邦
る
努
力
や̂
み
を
:̂

し
た
代
表
的
人
物
と
し
て
は
、
例
へ
•は
今
述
べ
た
ゴ
ッ
ト
ル
を“初
と
し
て
力
ッ
セ
ル
、
リ
、
フ
マ
ン
、。、
レ 

ト
、
デ
ィ
！
ソェ
ル
、
I

擧
げ
ら
れ
る
。

今
：：；；

一
般
に
愤
於
|

級
1
と
呼
ば
れ
て
展
る
所
の
も
の
は
霞
此
等
の
人
々
の
斯
様
な 

努
力
な
り
試
案
な
り
を
籍
す
る
慕
で
t

。
而
し
て
一
概
に
無
川
論
と
は
い
ふ
も
の

X
其
に
は
二
っ
の
意
味
が
あ
る
。
一
っ
は
單 

ト
に
代
良1
の
無
=
;
を
オ
版
す
る
も
の
で
他
は
在
來
の
愤
俯
論
の
價
値
を
全
く
否
觉
し
て
、
其
代
り
に
之
に
相
當
す
る
獨
自
の
價
也

t 

を
故
"来
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
背
の
部
類
に
厲
す
る
般
も
明
瞭
な
^
容
は
グ
ス
タ
丨
フ

•
カ
ッ
セ
ル
で
あ
る
。
嘗
て
述
べ
，

W

如
く 
i
} 

カ
ッ
セ
ル
は31
1
?ら
队
界
效
川
說
に
炎
攻
擊
を
集
屮
し
、
之
を
以
て

「

少
く
と
も
.經
滴
摩
に
取
っ
て
全
く
必
要
な
き
も
の

-

(

Sf
r
-
E
O

「

明
に
本 

來
の
熬
がi
i
rの
命
域
外
に
柱
る̂
究
L
S3L〕

と
爲
し
愤
格
形
成
の
說
明
ば
愤
将
の
平
衡
理
論
を
以
て
兄
り
る
と
說
く
の
で
あ
る
。

胜
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三
田
學
會
雜
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照
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四 G. Cassel; Theoretische sozia
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p
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- 

s
*
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誰
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Cassel; a. a. 

o. 

s. 68.

カ
ッ
セ
ル
の
此
企
て
が
其
謹
通
り
に
行
は
れ
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
！

,3

て
，筆
若
の
謹
し
た通
り
で

あ
.る
。

響

*
彼
の
價
栳 

开
成
r
は
ホ
；_
M識
fi
;
に
又
はs?

々
裡
に
限#
效
川
說
を
逃
礎
に
殷
い
て
届
る
，も
の
.な
の
：で
あ
る0
'

ソ
”
七
ル
と
ド
じ
く
好
格¥
#-
'

を̂
諾
趙
し
つ
、「

使
用
傲
値
、
效
用
、
オ
フ
ェ
リ
ミ
テ

(

〇
p
s
l
i
m
i
5
.

及
び
オ
プH

リ
ミ
テ
の
程 

度
等
.の
^

は̂
舞
的
平
衡
の
理
繁
說
明
を
頗
靠
■

ら
し
め
る
が
、'#
L
此
现
論
■

成
す
'る
爲
，

y

此 

な
い」

，)

と
い
ふ
。ハ
レ
ト-
の
_

や
同
じ
ロ1
ザ
y
ヌ
學
类
流
を
液
項.ロ
丨
、
不
の
、

「

何
等
正
確
な
；
■

を
持
？

價
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メ
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な
る
稱
呼
'(
4

交̂
換
關
係』

^
る
歡
念
か
：又

は

-1
£
に『

僳
格』

.
'な
る
.概
念
と
之
を
置
換
え
た
方
が
實
2
|的
で
：あ
ら
ぅ」

6
セ〕

と
い 

.ふ
說
明
を
聞
ぐ
な
ら
试
、
吾
人
は
此
等
ー
一
人
な
が
ら
典
に
力
ッ
セ
ル
と
同
檨
忙
單
純
に
價
値
論
'の
無
用
を
說
く
部
韻
に
屬
す
る
人
々
と 

見
て
差
支
べ
な
い
で
あ
ら
ぅ
;0
此
等
の
人
々
が
單
に
經
濟
的
平
衡
|
態
を
說
明
ず
名
爲
ぱ
函
數
的
觀
察
に
滿
足
：し
て
居
る
時
は
、
確
に 

價
値
槪
念
を
必
要
.と
し
な
い
が
、
斯
る
平
衡
狀
態
.を
生
ぜ
し
む
可
き
關
係
を
因
架
的
に
說
明
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
時
に
^
つ
て
は
、

パ
レ
ト

ー
は
オ
フ
エ
リ
ミ
テ
.の
概
念
を
詳
論
し
、
><
ロ 
！
不
は
效
用
及
が
限
界
效
用
な
る
111
=
1葉
を
使
用
し
て
居
る
こ
と
は
フ
ロ
ィ
ゲ
ル

.ス
が
正
當
に
も
指
摘
す
る
所
で
，あ
.る(

註
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に
、「
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說
に
全
く
賛
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す
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/

1〕

と
い
ふ
：デ
ィ
ー
,ツ
エ
ル
も
亦
軍
純
な
る
價
値
論
無
用
論
者
の
中
に
編
入
さ
る
可

き
も
；の
で
あ
る
。

ノ 

：
. ： 

. 

：
‘ 
：

'

ff
e
-

も 

H. Dietzel;Vom Lelirwert d 

印

v̂
ertlehre und vom Gmndfehler der Markschen Verteilungsiehre, 1921, S. 3.

デ
ィ
ー
ツ
-
ル
は
唯
"
.單
に
力
.
.ッ
セ
ル
の
所
說
に
赞
成
す
る
に
止
.ま
ら
ず
、
十U典
學
派
の
现
論
が
旣
に
價
値
理
論
を
必
要
と
せ
ざ
.る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
カ
說
す
る
。
2P
ち
ス
ミ

ス

や

，

リ
力

ー

ド

オ

の
學
說
は
一
見
如
何
に
も
價
値
學
說
を
說
く
も
の

\

如
く
昆
受
け
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
本
來
決
し
て
價
値
論
で
は
な
く
唯
*
市
場
憤
格
論
と
し
て
，，の
交
換
價
値
理
論
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
と
說
く
。
即
ち
デ
ィ

o
ツ
ヱ
ル
に
取
つ
て
は
、
力
.ッ
セ
ル
が
.明
臼
に
主
張
し
て
居
る
機
に
、
價
値
の
代
り
に
價
格
を
置
け
ば
、
そ
れ
丈
け
で
充
分
な
の
で
あ

る
o
吾
々

が
蒞
し
市
場
經
濟
の
み
を
硏
究
の
對
象
に
宛
め
、
市
場
價
格
と
需
耍
供
給
の
關
係
と
の
說
明
の

み

を

以
て
滿
足
し
て
屈
る
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
確
に
カ
ツ
セ
ル
の
說
明
で
足
り
る
で
あ
.ら
う
。
が
併
し
一
度
び
、
價
格
形
成
の
機
'.構
か
ら
奥
深
く
進
ん
で
價
格
決
宛

の
究
意
事
情
の
探
究
に
迄
及
ば
ん
と
す
る
な
ら
：ば
、
阜
な
る
憤
格
形
成
論
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
は
吾
人
が
餒
に
論
證
し
た
通

り
で
あ
る
。 

•

上
記
の
諸
家
は
何
れ
も
取
純
な
る
惯
値
論
放
棄
論
者
と
見
て
差
支
ぇ
な
い
。
之
に
對
し
リ
ー
フ
マ
シ
と
ゴ
ッ
ト
.ル
と
は
此
等
の
人
 々

と
些
か
趣
を
異
に
す
る
。
と

5

ふ
の

.

は
外
で
も
な
い
。
此
後
の
人
々
杧
は
獨

#

の
出
發
點
が
あ
り
、.

獨
S

の
方
法
論
に
據
.つ
て
其
主
張 

を
說
き
搬
げ
て
罟
る
の
：で
あ
る
。

.

而
し
て
單
純
に
價
値
論
，

I

般
を
排
斥
す
る
の
で
な
く
、
獨
哮
の
立
場
か
ら
從
來

Q

價
値
論
に
相
當
す 

る
も
の
を
築
き
上
げ
て
居
る
。
換
言
す
れ
ば
僧
値
論
ー
般
の
無
- >
]

]

を
唱
べ
る
の
で
な
く

1

從
來
の
债
値
理
論
の
不
必
要
、
無
益
を
說
き 

他
方
に
於
て「

價
値」

'

と
い
ふ
名
稱
を
藉
り
ず
に
新
し

.

い

「

價
値
理
論

.

J

を
打
樹
て
る
の

'

で
あ
る

o
 

' 

\

フ
マ
ン
に
就
て
は
嘗
て
他
の
.機
會
に
述
ベ
た
が
§
.

s
此
に
簡
單
に
：#
言
す
る
な
ら
ば
、
彼
は心

！
；

主
狻
的
、
個
人
主
義
的
方 

法
を
採
用
し
、
限
根
效
用
學
派
や十：：

典
學
派
が
據
れ
.る
所
.の
、
彼
自
ら
の
所
謂
る
"「

技
術
的
、
，物
質
的
出
發
點」

を
排
斥
す
る
。「

技
術 

的
»
物
質
的
出
發
點」

と
い
ふ
，の
は
.一;定
財
貨
の
#
在
量
を
想
宛
し
、
此
等
の
財
貨
に
結
び
付
け
..て
價
値
概
念
を
考
察
す
る
其
考
察
の 

..仕
方
を
指
し
て
い
ふ
の
で
あ
る
。
リ
ー
フ
マ
ン
は
限
界
效
用
學
派
や
十
U
典
學
派
が
假
定
す
る
所
の
：此

「

財
貨
の
稀
少
性」

と
い
ふ
前
提 

.を
虛
權
な
り
^

し

て

棑

斥

し

、

稀

少

な

の

は

財

貨

で

は

な

く

し

て

：
人
：間

の

勞

働

で

あ

，
る

と

稱

し

、

「

勞

苦」「

努

カ」「

不

快

感」

と

い

ふ

言 

.葉
を
純
粹
に
心
理
的
に
解
釋
し
.て
之
を
財
貨
の
豨
少
牲
の
代
り
に
用
ひ
て
居
る
。
'
而
し
て
不
快
感
を
意
味
す
る
所
の
#
用

(
K
o
s
t
e
n
)

 

と
狹
德
を
意
味
す
る
所
の
效
用(

N
u
t
z
e
n
)

と

の

比

較

に

依

り

，其

余

剩

收

益

： .
(
E
r
t
r
a
g
)
>

最
大
な
ら
.し
め
ん
と
ず
る
所
の
人
間
の
經 

濟
行
爲
が
、
.货
幣
の
流
通
す
る
交
換
經
濟
社
#

に
於
.て
、
價
格
形
成
の
現
象
を
齎
ら
す
こ
と
に
爲
る
と
說
く
の
で
あ
る
。
リ
ー
フ
マ
ン 

の
言
に
依
れ
ば
.「

交
換
經
濟
現
象
は
.主
觀
的
價
他
に
溯
る
の
で
な
く
、
個
入
的
欲
望
に
溯
る
可
き
で
あ
り」

§

1
)

又「

經
濟
理
論
は
； 

.

:
假

定

せ

ら

，れ

た

，る

生

觀

的

愤

値

で

無

く

、

主
觀

'的
欲
望
に
於
け
る
心
，理
に
溯
る
べ
き」

な
の
で
あ
る
。

:

價

値
プ
：弒
濟
的

デ
ィ
”メ
ソ
ジ
オ
ン 

i

-

ハ
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V 

- 

..,:

し
心
理

.

主
義
的
立
塲
が
ら
す
る
リ

V

フ
マ
ン
の
服
界
效
刖
理
論
排
斥
、
；並
に
之

.

に
取
っ
て
代
れ
る
、
'
其
獨
特
の
限
界
收
益
說
が
決
し
て 

正
當
に
承
服
し
得
る
も

0

で
な
い
夂
と
は
嘗

'

ズ
說
明
し
炎
猶

>

で
あ

.

る
。
彼
は

.

他
の

«

俯
論
無
用
論
者
と
同
樣
に
結
局
暗
.々
裡
に
又
は 

無
意
！！
的
に
限

#

效
用
說
の

.

助
を
藉
り
て
居
名
の
で
あ
っ
て
、
决
し
て
、
之
と
離
れ
て

.

獨
特
の
，方
法
で
價
格
現
象
を
說
明
し
得
な
か
っ 

た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
ゴ
ッ
ト
ル
は
如
侗
o
.在
來
の
價
値
理
論
の
根
本
的
改
革
の
，.狼
火
を
擧
げ
て
ょ
り
、
最
近
に
至
る
ま
で
、
其
當
初
の
意
思
を
少 

し
も
_
す
こ
と
無
く
、
倦
ま
ず
撓
ま
ず
其M
的
賞
撤
に
努
力
し
來
つ
た
、、ロ
ッ
ト
ル
に
法
'っ
て
は
如
何
、
此
、
'、コ
ッ
ト
ル
の
.價
値
論
排
斥 

の
趣
皆
を
批
制
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
！！

n

的
で
.あ
る
P
. 

■

從
來
の
價
値
論
を
排
斥
す
る
大
多
數
の
人
々
に
共
通
で
あ
る
様
に
、
ゴ
ッ
ト
ル
も
嘗
て
は
^
來
の
價
値
論
を
批
判
し
訂
正
し
て
之
を 

完
成
せ
し
め
ん
と
努
力
し
て
反
つ
て
之
に
要
す
る
多
大
の
努
力
と
其
不
毛
性
と
に
氣
付
い
た
一
人
で
あ
つ
た
。
其
結
艰
と
し
て
一
體
菩 

人
は
最
初
か
ふ
誤
っ
た
問
題
を
取
扱
っ
て
居
る
の
が
其
原
因
で
は
な
い
か
と
い
ふ
疑
問
を
懷
く
に
至
り
、其
誤
謬
が
、
日
常
の
通
俗
的
な 

價
値
概
念
を
其
儘
捉
へ
來
つ
て
之
を
說
明
せ
ん
と
す
る
其
出
發
點
其
物
に
在
る
と
考
ぺ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
經
濟
學
上
常
に
使
用 

さ
る
-
rii
'
c极
本
的
概
念
に
對
す
る
ゴ
ッ
ト
ル
の
懷
疑
的
態
度
は
單
に「
價
値」

な
る
概
念
に
止
ま
る
こ
と
無
く
、
.汎
く
經
濟
學
の
根
本 

概
念一

般
に
擴
張
さ
れ
、
爲
に
價
値
理
論
の
み
な
ら
ず
、
從
來
の
經
濟
理
論
全
體
に
對
し
て
信
賴
を
置
く
こ
と
を
止
め
る
に
至
つ
た
の 

で
あ
る
。
ゴ
ッ
ト
ル
は
r
lPI
葉
の
支
配」

と
い
ふ
句
を
用
ひ
て
、
在
來
の
經
濟
學
が
問
題
其
物
を
直
視
し
な
い
で
徒
に
空
虛
な
言
葉
に
捉

は
れ
て
居
る
次
第
を
述
べ
.、
新
し
き
經
濟
理
論
0「

言
葉
ょ
り
の
解
放j

を
叫
ぶ
の
’で
あ
る
Q
即
ち
.ゴ
ッ
•ト
ル
に
據
れ
ば「

之
ま
で
成 

長
し
來
た
つ
.た
所
の
理
論
と
、
此
處
に
說
か
る
V
理
論(

即
ち
ゴ
ッ
ト
ル
の
主
張——

筆
者
註)

と
の
間
に
、
換
言
す
れ
ば『

言
葉
に 

捉
は
れ
た
る1

思
惟
と
、問
題
其
物
を
意
識
せ
る
思
惟
と
の
間
に
、
即
ち
言
葉
‘か
ら
出
發
す
る
の「

と
問
題
か
'ら
出
發
す
る
の
と
の
■間
に
、
 

略
言
す
れ
ば
言
葉
の
支
配
と
、
言
葉
ょ
り
の
解
放
と
の
間
に
ば
.
/
s

1

-
e芷
に
根
本
的
な
對
立
が
'•存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

註
. 一一二 

G
o
a
' 

weciarf und-.Deckung, 1928, 

w
. 

233.

斯
る
根
本
的
對
立
と
は
當
然
方
'法
論
上
の
對
立
を
意
味
す
る
に
棍
違
な
く
、
吾
人
は
ゴ
ッ
ト
ル
の
在
來
の
價
値
論
排
斥
並
に
彼
獨
特 

.の
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン』

diewirtschaftHche Dimension)

の
理
論
を
檢
討
す
る
前
に
、
簡
單
乍
ら
斯
様
な
對
立
を
主
張
す
る 

に
至
つ
た
事
情
釔
.て
應
知
つ
て
置
く
.こ
と
'が
其
學
說
の
理
解
の
爲
に
有
益
で
あ
ら
ぅ
と
肩
ず
る
0

:
ブ

：

' 

> 

11' 

'

「

言
葉
の
炎
配」 

,

.

 ̂

P 
‘

.旣
に
述
ベ
た
如
ぐ
.ゴ
ッ
ト
.ル
の
.價
値
論
放
棄
は
單
純
な
.る
擅
値
論
放
棄
'で
は
な
い
。
即
.ち
在
來
の
價
値
理
論
'を
放
棄
ず
る
こ
と
は
確

. 

-.
 

. 

» 

- 

, 

..1 t' . 

• 

; 

• 

• 

- 

•

に
ず
る
が
、「

之
ま
で『

M

M論』

と
し
て
呼
ば
れ
た
る
經
濟
學
上
.の
領
域
に
相
當
す
る
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
放
棄
す
る
譯
で
は
•な
い
g
一
 

四
：

r

の
で
あ
る
。
換
B-
す
れ
ば
、、コ
ッ
ト
ル
は
改
め
て
出
發
點
か
ら
出
直
し
て
價
値
形
成
の
現
象
を
說
明
せ
ん
と
俗
て
る
の
で
あ
る
が
、
其

際
從
來
價
値
理
論
と
し
て
の
領
域
に
含
ま
れ
で
居
つ
た
所
の
'も
の
く
或
部
分
は
當
然
：彼
の」

新
し
^
企
’圖
の
中
に
包
括
さ
れ
る
の
で
あ

« 

. 

- 
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そ
れ
で
は
.、
.一
體
何
故
に
ざ
い「

員
皿」

.な
る
名
稱
ゼ
«-
し
.て
、
新
し
‘い

.r

經
濟
的
デ
ィメ
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ジ
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ォ
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*
る
術
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を
刖
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念

要
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四

(

六
九
ニ)

.

が
あ
る
.の
か
？
菊
し
ゴ
ッ
ト
ル
の
所
謂
る
經
濟
的
デ
.ィ
メ
ン
.ジ
/ォ
ン
の
概
念
が
疋
當
に
.價
格
形
成
の
現
象
を
說
明
す
る
資
格
を
有
す
る 

も
の
で
あ
り
、
然
も
尙
ほ
在
來
.の
價
値
理
論
に
含
ま
る
、
經
濟
學
上
の
領
域
を
そ
れ
が
包
括
し
て
居
る
と
す
れ
ば
、
何
故
此
概
念
こ
そ 

眞
の
價
値
概
念
で
あ
る
と
敢
て
誇
示
ず
る
こ
と
を
し
な
い
の
か
。
此
答
は
'頗
る
明
瞭
で
あ
る
。
ゴ
ァ
ト
ル
に
據
れ
ば「

M

M」

と
かr

交 

換
價
値j

と
か
い
ふ
言
葉
は「

旣
に
久
し
く
理
論
的
見
解
の
渦
卷
の
中
に
卷
込
ま
れ
て
汚
れ
て
仕
舞
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。.
然
る
に
批 

判
と
い
ふ
こ
と
の
爲
に
は
、
先
.づ
襄
實
を
正
し
く
藥
實
と
し
て
现
.解
し
、
然
る
後
に
初
て
問
題
と
し
て
之
を
歡
察
す
る
こ
と
が
^
要
で 

.

あ
る
。
そ
れ
故
に
旣
に
理
論
的
混
亂
の
犧
牲
に
落
入
つ
て
居
る
或
.名
稱
を
以
て
此
等
0
事
實
を
呼
ぶ
こ
と
は
全
く
不
適
當
と
言
_ふ
べ
き 

で
あ
る
。
斯
様
な
名
稱
は
、
其
名
付
け
ら
れ
た
も
の
V
中
へ
、
有
れ
得
べ
き
あ
ら
ゆ
る
先
入
觀
念
を
注
ぎ
込
む
に
相
違
な
く
、
斯
く
し 

て
は
一
般
的
な
此
现
酃
的
混
迤
か
ら
拔
け
出
：る
最
後
の
可
能
性
ま
で
.失
は
：れ
て
仕
舞
ふ
？
斯
る
が
故
に
こ
そ
新
造
語
が
必
要
な
.の
で
あ 

る」〈

.1
1
:
1五

〕

即
ち「

經
濟
的
デ
ィ
メ
シ
ジ
r
ン
な
る
事
實
に
對
し
て
は『

M
ff
i』

な
る
語
が
本
來
の
呼
名
で
あ
る
こ
と
に
^
ひ
な
い
の
で 

あ
る」

§

c

:が
、
之
を
眞
の
M
fi
と
し
て
.
i張
ず
る
こ
と
は
反
つ
て
混
亂
を
招
く
兹
と
な
る
許
り
で
理
論
の
解
明
に
盡
す
所
以
で
は 

な
い
の
で
あ
る
o
,
' 

• 

■ 

. 

■

註
一，五

Q
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吏
に
爾
餘
の
價
値
論
無
用
論
と
相
違
す
る
今
ー 

'つ
の
重
要
な
點
は
»
ゴ
ッ
ト
ル
の
敵
意
が
箪
に
在
來
の
價
値
論
に
對
し
て
抱
か
れ
る 

許
り
で
な
く「

今
日
倚
、吾
々
.の
科
學
に
於
て
理
論
が
紙
立
て
ら
れ
る
典
組
立
て
の
方
法
垒
體
に
對
ず
る
認
識
批
判
的
態
度
と
結
付
い
て 

居
る」

clt
l

こ
と
で
あ
る
。
即
ち
ゴ
ッ
ト
ル
の
從
來
の
價
値
學
說
排
斥
は
、經
濟
現
象
ー
般
に
對
す
る
觀
察
方
法
の
相
違
、
換
言
す
れ 

ば
方
法
論
的
離
反
が
ら
來
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
點
は
^
入
が
ゴ
ッ
ト
ル
を
硏
究
す
る
に
際
し
て
銘
記
し
て
覺
え
.て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
で
あ
る
。

註 
一.b 

G
o
t
t
r
M
e
i
n
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ĉ
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 wertlehre-

そ
こ
で
ゴ
ッ
ト
ル
の
憤
値
論
排
疖
を
了
解
す
る
爲
に
は
、
更
に
叉
、
其
稹
極
的
立
論
た
る
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
論
を
了
解
す
る

爲
に
は
、
彼
が
繰
返
し̂

*

十
^

一
 

.日
の
如
く
唱
へ
る

、

「

言

葉

の

支

配

」「

言

葉

ょ

り

の

解

放

」

な
る
句
の
1 -

'

-

#
ー
を
明
に
し
て
置
く
必
要

が
あ
る
。 

•

ゴ
ッ
ト
ル
は
、
價
値
論
枇
判
の
最
初
の
蕃
書「

憤
値
思
想」(

一
八
九
七
年
，

)

に
於
て
イ
價
値
に
關
す
る
學
說
に
於
て
は
、
上
は
共
名

稱
ょ
り
始
つ
て
、
殆
ど
あ
.ら
ゆ
る
も
の
が
皆
論
爭
の
的
と
爲
.つ
て
^
る
：

j

‘と
^
.
,
ふ
ツ
ッ
.カ
ー
ヵ
.ン
ド
ル
の
一
節t 

0
.を「

ひ
«]
し

て

經

濟
上
の
價
値
論
.の
混
炖
た
る
現
狀
を
指
摘
し
、
さ
て
斯
様
な
狀
態
は
抑
：
何
に
装
く
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
、「

惊
久
的
I-
C
必
然
的
の
も

の
で
あ
る
か
、
將
た
或
は
之
を
免
れ
得
る
も
の
で
あ
る
か」

E
一&

と
い
ふ
質
問
を
發
す
る
。

註
一
八
.Go

t
t
r

s Wertgedanke 
*
* in -wirtschaft als Leben'VH925. s. .4.:

ゴ
.ッ
ト
ル
は
，1
八
九
七
年
に
藉
し
た 

rM
Ml
觀
念
し
以 

下
一
九
二
五
年
に
至
る
ま
で
の
多
數
の
論
文
•册
子
を
集
め
て
、
新
にwischaft als Lcben

な
る
標
題
の
下
に
之
を
刊
行
し
た
。

.
に
附
し
た
茛
骄
號
は
此
合
册
木
の
で
あ
る
グ 

註
一
九 

Gotti; a. a. 

o
. 

S.12.

: 

'ゴ
ッ
ト
ル
は
之
に
答
へ
て
、.縱
令
ひ
歷
史
的
に
變
化
が
あ
b
地
理
的
に
場
所
が
變
っ
て
も
、
今
日
の
多
數
の
债
値
論
の
.間
に
布
す
る 

矛
质
は
解
き
切
き
れ
ぬ
と
涔
へ
る
。
そ
れ
は
今
日
(0
價
値
論
が
：旣
に
其
論
现
的
前
提
.に
於
'て
無
反
猶
な
誤
謬
を
犯
し
て
屈
る
か
ら
で
は 

な
い
か
と
い
ふ
。
此
誤
議
を
除
.か
ぬ
限
れ
腹
値
逦
論
の
完
成
は
望
ま
れ
ぬ
0
'然
ら
ば
此
誤
謬
は
何
で
.あ
.る
：か
と
い
_ふ
に
、
そ
れ
は
幾
多 

の
愤
値
論
が『

憤
値』

と
い
ふ
名
稱
の
下
に
、#

1

の
も
の
と
し
て
、
各
人
に
取
っ
て
全
然
同一

の
も
の
と
し
て
決
宛
し
て
仕
舞
つ
た
.
 

と
思
は
れ
て
焐
る
所
.の
或
對
象
を
考
へ
て
居
る」

i

o〕

.と
い
.ふ
こ
■と
で
あ
る
と
.說
く

.°
:
:
v ... 

:

.

話
二 
〇 
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三

六

(

六
九
四)

：

然
も「

價
値
論」

に
關
し
て
提
出
せ
る
此
疑
問
を
ば
ゴ
.ッ
ト
ル
は
啻
に
價
値
論
の
み
に
限
ら
ず
、
廣
く
經
濟
學
の
稂
本
概
念
一
般
に 

掛
け
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
價
値
思
想
に
關
す
る
研
究
は
、
ネ
ッ
ト
ル
.に
在
つ
.て
は
庇
疑
問
I
證
據
立
て
る
爲
の
例
の
一
つ
に
過
ぎ
な 

か
つ
た
0.
で
あ
る
0
'
' 

:

.

-

,

,

:

:

:

:

.

'

「

價
値
思
想」

に
次
い
で
著
し
た
書「

言
葉
の
，支
配
%
註一5

に
於
て
ゴ
ッ
ト
ル
は
經
濟
學
：：上
の
根
本
概
念
'の
.瞹
眯
を
論
じ
、
そ
れ
が
個
.
 

人
々
々
に
依
0
て
使
方
や
意
味
の
.相
違
ヤ
る
こ
ー
と
を
說
き
、
ぞ
の
.理
由
吐
言
葉
が
科
學
的
精
練
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
日
常
用
語
其
儘 

で
、
.經
濟
學
上
の
議
論
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
在
る
の
セ
あ
る

と

斷
ず
'る
P
即
ち
ゴ
ッ
ト
ル
の
一
一
一
日
^
に
據
れ
ば：「

此
等
の
言
葉
は
總
て 

皆
^
濟
學
上
の
專
問
語
で
あ
り
、
忽
も
尊
問
語
と
し
て
.該
科
學
の
中
に
初
て
出
現
し
た
も
.の
で
無
く
、
旣
に
該
科
學
と
同
時
に
存
在
す 

る
も
の
な
の
で
あ
る
。」

@
三)

.

.

誰
ニ
一 

Gotti; Die Herrschaft des wortes. Untersuchungen zur Kritik des slonal
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9
0
1
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斯
様
な
意
味
に
於
て
ゴ
ッ
ト
ル
は
在
來
の
經
濟
學
に
於
け
る「

言
葉
の
支
配」「

言M

に
捉
は
れ
た
る
思
惟」

を
指
摘
せ
ん
と
努
力
め
るp 

最
初
に
價
値
思
想
を
捉
へ
來
つ
て
此
問
題
を
論
.じ
だ
の
で
あ
る
。
其
次
第
を
此
處
に
靜
論
す
る
餘
裕
な
き
を
遺
憾
と
す
る
が
、
彼
が
結
..
 

局
に
得
た
る
結
論
は
當
初
の
疑
問
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
、價
値
な
る|

日
葉
は
根
本
概
念
の
一
つ
と
し
て
、爾
後
の
M

rl
る」 

根
本
微
念
と
全
く
同
様
に
、
人
に
依
つ
て
そ
れ
ぐ
解
釋
を
異
に
す
る
所
の
多
種
多
樣
の
方
面
に
使
用
さ
れ
て
居
る
、
經
濟
擧
上
に
於 

て
は
恰
も
單
一
且
つ
同
一
の
對
象
を
意
味
す
る
か
の
如
く
假
定
さ
れ
て
居
る
が
、
現
實
に
於
て
は
其
反
對
で
あ
'る
所
の
一
概
念
.で
あ
る 

と
い
ふ
結
論
で
あ
つ
た
。
價
値
學
說
す
唱
へ
る
人
は
價
値
な
る
単
ー
の
言
葉
の
下
に
單
ー
の
：事
柄
が
意
味
せ
ら
る
、
も
の
ど
考
：へ
、
其 

が
爲
に
反
つ
て
數
多
く
の
矛
盾
が
生
じ
た
、
在
來
の
價
値
論
の
單
一
性
は
即
ち
單
に
外
見
上
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、
眞
の
價
値
論
の
現
狀

は
希
望
な
き
.混
池
の
中
に
在
る
も
の
と
言
は
ね
ば
.な
ら
ぬ
の
で
あ
る
0 

斯
く
の
如
き
論
據
.の
，4
に
立
っ
て
ゴ
ッ
ト
ル
は
自
己
の
.積
極
的
議
論
を
進
め
ん
と
す
る
。こ
從
っ
て
次
に
彼
の
積
極
的
議
論
就
中
其
議 

論
の
出
發
點
た
る
彼
の
方
法
論
上
の
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
が
吾
人
に
興
へ
ら
れ
る
課
題
で
あ
る
が
、
其
前
：に
.一
應
集
し
て
彼
の
從
來 

の
經
濟
理
論
に
於
け
る「

，言
葉
の
支
配」

と
い
ふ
こ
.と
が
適
切
で
あ
る
か
何
う
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o 

.

先
づ
第
一
に
何
人
に
依
っ
て
^
容
易
に
指
摘
せ
ら
る
X
こ
ど
：は
'、
ゴ
ッ
ト
ル
の
主
張
啟
り
論
證
な
り
が
經
驗
的
基
礎
の
上
に
立
つ
て 

屈
る
.と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
.。
經
驗
的
證
明
と
い
ふ
こ
と
.は
、
唯
或
事
實
が
經
驗
せ
ら
れ
確
定
せ
ら
.る
、
限
り
に
於
て
其
事
實
の
み
に
當 

嵌
る
こ
と
で
あ
る
。
從
つ
て
弘
く
一 ；

般
的
に
其
論
證
•を
適
用
す
る
こ
と
は
.許
さ
れ
ぬ
。
然
る
に
ゴ
ッ
ト
ル
.の
批
判
は
在
來
の
經
濟
學
一 

般
の
上
に
向
け
ら
れ
て
居
る
。
其
故
忙
其
判
斷
は
當
然
漠
然
と
：し
て
、
確
固
た
る
基
礎
を
欠
き
、
極
め
て
總
括
的
な
か
の
に
爲
ら
ざ
る 

を
得
な
い
。
換
言
す
れ
ば
ゴ
ッ
ト
ル
の
批
判
は
一
般
的
で
あ
..るが
、

.

一：，般的
で
於
る
が
故
に
：：絕
對
的
な
も
'の
.で
は
な
い
の
.で
あ
る
。
確 

に
'、コ
ッ
ト
ル
の
所
言
が
當
眹
る
場
合
も
法
る
で
あ
ら
う
。
が
併
し
如
何
な
る
場
合
に
も
、
經
濟
學
は
言
葉
に
拘
束
さ
れ
て
居
つ
た
と
は 

斷
言
し
得
.な
い
の
で
あ
る
。
經
濟
學
が
決
し
て
言
葉
に
捉
は
れ
ず
、'明
に
問
題
：を
意
識
し
言
葉
を
弄
ぶ
こ
.と
，な
く
問
題
を
解
決
せ
ん
と 

し
て
屈
る
場
合
を
擧
げ
る
こ
と
は
容
為
で
あ
ら
.う
。

例
べ
ば
ゴ
ッ
'ト
ル
が
避
接
の
對
象
と
し
て
捉
へ
來
っ
た
^
値
敲
に
就
て
觀
や
う
。
或
：ー
部
の
踉
界
效
用
學
派
の
說
や
或
は
又
リ
ー
フ 

マ
ン
等
：に
：於
て
見
ら
る
、
如
く
、
效
用
な
る
觀
念
を
數
®
的
ぬ
：計
尊
し
#
る
も
の
X
:如
く
考
へ
、
或
は
之
を
加
減
し
^
は
乘
除
し
た
り 

す
.る
こ
と
に
依
つ
：て
價
値
を
說
明
せ
ん
：と
す
る
企
.て
は
、
ゴ
ッ
ト
ル
も
指
摘
し
：て
居
る
檨
(€
:言
葉
に
捉
は
れ
た
る
思
惟
と
：見
る
.こ
と
が 

出
來
る
で
あ
ら
う
。
が
斯
檨
な
\ー
 
事
例
か
ら
1>
.て
價
値
論
全
體
が
或
ば
：叉
經
濟
學
上
の
全
极
本
概
念
論
が
何
れ
も
.皆
言
葉
：に
支
配
さ
れ 

て
居
る
と
聖
日
す
る
こ
と
ば
許
さ
れ
ぬ
0
JH
に
價

値

論

の

，
領

域

に

.於
て
，さ
.ベ
.、
ベ
i

.ム
;>
.ヴ
き
ル
ぷ
め
：言
ふ
通
り
、r

種
：々
な
る
價
値 

«
値
ミ
經
濟
的
デ
ィ
メ
シ
ジ
オ
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六
九
六)

論
が
其
眼
前
に
置
き
得
た
所
の
其
硏
究
對
象
，の
極
端
な
多
様
性
に
も
拘
ら
ず
、
_此
對
象
<2
>
.中
0
或
部
分
が
總
：て
の
_理
論
に
共
通
で
.あ
る 

と
い
ふ
こ
と
：
：
.

…

.が
現
實
の
.事
情
で
あ
.る
.檨
に
見
受
け
ら
れ
る
の
.で
あ
：る
0
:其
最
も
重
太
、：最
も
確
實
な
る
點
.を
指
摘
す
れ
ば
、
 

あ
ら
ゆ
，る
憤
値
理
論
家
は
色
々
な
名
稱
の
卞
.に
商
品
交
換
の
蕻
實
と
其
數
量
的
關
係
を
說
明
す
る
爲
に
努
カ
し
て
居
る
.の
で
あ
る
。
少 

く
と
も
此
共
通
の
部
分
に
關
し
て
、.種
..々'な
る
.憤
値
理
論
が
.必
然
的
に
相
#
ひ
、
之
ょ
り
し
て
確
に
ゴ
ッ
ト
ル
が
必
要
以
上
だ
と
驚
嘆 

.せ
るr

纖
て
の
も
の
.に
對
す
る
總
て
の
も
の
、
闘
部
1
が
發
坐
す
^
の
で
あ
：る
。」

.
8

1

6
.

鼓
ニ 
三

to
olh

m
-
B
a
w
e
r
k
'
V
o
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in Gesammelte Schriften,

.
 S. 307-30

CO.

眼
界
效
用
學
派
の
如
き
は
明
に
此
目
的
を
意
識
し
.心
理
的
：主
觀
的
な
る
價
値
評
定
の
事
實
を
捉
へ
、
問
題
の
實
在
を
明
に
意
識
し
其
.
 

努
力
せ
る
も
の
、1

つ
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

}

之
を
要
す
る
に
'、コ
ッ
.ト
ル
の
所
說
に
は
、
：1

っ
心
實
質
的
な
內
在
的
價
値
學
說
明
批
判
も
な
い
こ
と
が
.根
本
的
缺
陷
で
あ
る
。「

在
來 

の
價
値
論」

に
對
す
る
、、

n

ッ
ト
ル
の
批
判
は
金
く
形
式
的
表
面
的
：で
あ
る
。
彼
に
は
在
來
の
經
濟
理
論
に
對
す
る
否
定
的
態
度
か
ら
、

1

步
進
ん
で
肯
定
的
段
階
へ
發
展
す
る
爲
の
內
部
的
.用
意
：が
.欠
け
.て
居
る
0
從
っ
.て
在
來
：の
'憤
値
論
に
對
す
る
ゴ
ッ
ト
ル
の
不
平
は
、 

其
儘
ゴ
ッ
ト
ル
に
對
す
る
菩
人
の
不
平
と
な
す
こ
：と
.が
出
來
る
o
言
葉
を
弄
ぶ
も
の
-は
寧
ろ
、、コ
ッ
.ト
ル
自
身
で
は
な
い
か
と
。
在
來
の 

價
値
論
に
於
て
は
其
概
念
が
論
ぜ
ら
れ
ず
し
て
單
な
る
言
葉
が
論
ぜ
ら
れ
で
.居
る
と
い
ふ
證
明
を
ば
、
ゴ
ソ
ト
ル
は
其
概
念
の
分
析
に 

依
っ
て
示
さ
ず
*「

價
値」

と
呼
ば
れ
る
名
稱
を
分
析
し
て
以
て
滿
足
し
て
居
る
。
.ゴ
ッ
ト
ル
が
從
來
の
經
濟
學
に
於
て
使
用
さ
れ
て
居 

る
幾
多
の
用
語
.の
代
ね」

の
、
彼
獨
特
の
無
數
の
新
造
語
.は
、
彼
の
著
書
を
開
く
も
の
に
取
っ
て
徒
ら
に
苦
痛
困
難
の
種
と
爲
る
の
み
で
.
 

あ
る
。
彼
の
著
書
の
難
^
'烦
雜
、
共
用
語
.の
有
害
無
益
は
彼
を
讀
む
總
て
の
擧
者
の
定
評
で
あ
る
。
§
ー̂
 

•

註
ニ
四
例
へ
ば
ハ
i
ベ
ル
ヲ
ー
は
日
く『

ゴ
ッ
ト
ル
は
、
酿
少
の
言
葉
の
代
り
に
多
數
の
言
葉
を
攆
き
換
へ
る
な
ら
ば
言
葉
の
支
配
か
ら
免

れ
る
&

而
目
に
信
じ
て
S

の
で
あ
る
。
彼
ば一

見
多
數
の
言
葉
の
支
酣
が
親
さ
れ
霞
さ
れ
る
と
考
へ
て
？

が
、
果
し
て
、
 

之
が
：爲U

反
つ
て
其
豪
は
_

に
さ
れ
醫
に
さ
れ
て
は
居
ら
ぬ
で
あ
ら
.ぅ
か」

ミ
。

I

I
 

H

t

f
 

w
i
l
a
f
t
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38. 

.

.
又
バ
ッ

ク

は

日
くp

ゴ
ッ
ト
ル
自
身
は
.：
：
：
日
常
の
事
柄
を
通
常
の
意
味
ミ
形
式W

に
於
て
說
き
且
つ
述
べ
る
こ
ミ
を
避
け
た
。彼 

は
獨
特
の
呼
名
を
創
造
し
日
常
の
言
葉
で
間
に
合
せ
ぬ
樣
に
努
め
た
。
，日
常
用
語
の
代
り
に
；一
層
適
切
且
つ
決
定
的
な
表
現
を
見
出 

.し=*

ぬ
時
$

擎

■

の
形
式
で
寶
を
證
せ
ん
.
&み
た
。
此
形
式
は
ゴ
ッ
ト
ルQ

翼

裏

け

たW

い4

ょ
り
寧
ろ
大
に 

辔
し
た
と
確
言
す
る
こ
艺
が
出
來
る
ー
ts
a
o

 ̂
I
.
. De

r 

I

 u
m

 die 

I

0

I

I

3

I
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:
■

モ
工
ラ
ー
は
又
日
く「

：
：
：
更
に
原
著
者(

ゴ
ッ
ト
ル〕

が
說
く
許
多
の
寒
柄
は
其
意
味
不
明
瞭
で
あ
：つ
て
、
多
く
の
事
柄
は 

骨
を
折
つ
て
、
異
っ
た
意
味
に
解
釋
さ
れ
て
仕
舞
ふ
し
と
。

w§
 Moeller; 

Die wirtschaEiche 

Dimension, 

in Schmollers

Jahrbuch. 

47. 

Jahrg. s. 

282* 

.

.

.

ア
モ
ン
は
日
く「

實
際
の
問
題
に
^
て
は
ゴ
ッ
ト
ル
は
少
し
も
說
く
所
が
な
い
。
若
し
ヤ
ッ
ト
ル
が
最
初
に
吾
々
の
科
學
の
极
底 

に
橫
る
所
の
問
題
を
設
置
し
、
11
し
.て
其
贺
後
に
存
す
る
事
實
を
分
析
し
、其
中
に
含
ま
れ
て
屉
る
槪
念
を
.確
定
し
た
な
ら
ば
、彼
は 

決
し
て
摩
な
る
亡
想
父
は
窈
鑿
に
速
ふ
こ
さ
な
く
ス
其
勞
作
は
疑
も
無
く
益
々
有
益
な
も
の
^
爲
り
、
債
値
多
き
認
識
を
齎
ら
し
得 

た
で
あ
ら
\

是
'に
由
つ
て
觀
れ
ば
、.彼
.は
吾
人
が『

在
来
の』

科
學
又
は『

在

來

.'
£
.理
論
を
金
く
輕
蔑
し
、
智
識
上
の
口
ビ
ン 

ソ
ン
•
ク
ル
ー
ソ
ー
を
浪
ぜ
ん
と
す
る
場
合
に
如
何
な
る
結
^
に
到
達
す
る
か
の
一
例
を
提
供
し
た
の
で
あ
るj 
€
o 

(Alfred 

A
m
o
n
n
; 

,, Wert-* Oder. 
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パ
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.
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'

シ
ユ
ト
：̂
ラ
ー
,は
日
く「

ゴ
.
.ット
.;1
..は、『

言
葉』

に
：對
.し
.
彼̂
自
ち
進
ん
.で
是
認
せ
.る
不
信
.用
に
も
拘
ら
ず
ノ
，
：
':言
葉
两
な
概 

念
の
名
稱
の
變
英
ミ
い
ふ
こ
プ
に
其
隶
要
な
注
意
を
注
ぎ
込
ん
だ
;0
'彼
は
槪
念
の
名
稱
を
辨
證
法
的
に
變
へ
る
こ
と
に
依
つ
て
新
し
.
 

.い
問
題
に
到
撰
す
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
蕺
し
、
彼
に
-^
て
は
新
し
い
名
稱
は
新
し
い
問
題
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
研 

.究
は
間
題
か
.ら
出
發
ぜ
ず
し
て
概
念
の
名
稱
か
ら
出
發
す
る
。
其
研
究
の
直
接
.の
：•給
果
は
概
念
に
確
固
た
る
內
容
を
與
へ
る
こ
と
で 

は
無
く
.し
.て
.言
葉
の
解
釋
で
.あ
.る
0」

，'と
0
;
.
.
'
.

の
氐
0
-5?
3
1
1
6
.»
-
1
;
^
&
玛
4珥
‘芯
€
9
^
1
3
|

1-
»
-.0.
伐
勻
0?1
タ

staatswissenschaften. .88 JBd, S. 65,y

: 

..
 

-
•■- 

-
 

.

,

.又
プ
.オ
1
ゲ
ル
は
日
く「

而
V
て
.

F

生
活
e
し
て
：の
經
濟』

放
顏
る
不
明
.瞭
で
あ
る
、.蓋
し
，
人
々
は
、.j

文
々
々
ゴ
ッ
ト
ル
自 

ら
選
矩
せ
る
新
規
の
術
語
を
.ば
、
，通
俗
的
な
、
又
は
科
學
的
に
從
來
普
通
に
|

せ
ら
れ
て
居
る
經
濟
翦
門
語
に
飜
譯
せ
ね
ば
な
ら 

ぬ
か
ら
，で
あ
る
。
而
.し
て
幾
多
の
努
力
を
茭
拂
つ
た
後
に
、
其
矶
矶
は
冗
々
全
极
本
的
に
新
し
い
も
の
で
は
金
く
無
い
€

い
ふ
^

^
 

..に
到
達
.す
る
の
.で
あ
る 

^
.ff
i
e
g
o
 

Vogel 
;
':o
i
e
 .obJ.ektivischen Preistheorien, in zewtschrift f

. d. gesamte staats- 

..wissenschaften, 3
0: Bd. 1931.. s.: 2

6
9
0
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.

シ
ユ
ト
レ
ラ
ー
は
ゴ
ッ
ト
ル
の
近
著
、：

Bedarf 

g
d 

peckun

Qq
こ
中
の
資
本
利
子
論
の
-*
節
を
.引
用
し
、
ゴ
ッ
ト
ル
がベ

，-

ム
.

• 

バ
ヴ
エ
ル
ク
流
の
資
本
利
子
論
を
稱
へ
て
居
り
な
が
ら
、
：資
本
財
な
る
用
箭
を
.避
け
て
、
，

R
f
g
n
t
,

 

FugbIacht, 

F
e
m
f
u
g
m
a
c
h
t

等 

の
新
造
語
に
依
つ
て
同
じ
說
明
を
爲
せ
る
煩
雜
と
理
解
の
困
難
と
を
指
摘
し
て
居
る
。
ハ1

5
而
し
て
斷
言
し
て
日
く「

：
：
確
に
一
ー
、 

三
の
諧
者
に
對
し
て
.は
、
'理
論
か
ら
出
發
し
な
：い
で
言
葉
か
ら
出
發
し
.て
居
る
と
い
ふ
非
難
を
擧
げ
る
こ
.と
，が
出
來
る
し
又
擧
げ
ね
ば 

な
ら
ぬ
が
、——

■
不
幸
な
こ
と
に
は
I

ゴ
ッ
ト
ル
自
身
が
此
颍
の
.著
者
に
屬
す
る
も
の
：で
あ
る
。」

ハ
莊
X

Cと
。

.

駐
ー
一
.五
：Rudolf 
へ
 s&eller.;. u

ater

cuer'Herrschaft des. WORes's,.45/ 
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丨
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Wぼ
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コ
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a
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.
p
.
s
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'44.

:

ハ
1

ベ
ル
-フ
ー
は
又
ゴ
ッ
ト
ル
，の
ニ
#
目
O'
著
書『

，，Her

亦chaft des wortes.

こ
の
後
編
ょ
り

彼̂
が
經
濟
の
意
味
を
說
明
す
る
箇 

沂
を
引
用
：し
.て
、V

ユ
ト
レ
ー
ラ
ー

と
同
樣
の
趣
旨
を
述
べ
て
居
る
。
即
ち
ゴ
ッ
ト
ル
に
據
れ
ば「

日
常
坐
活
の
行
爲
の
第
.一
の
根
本 

的
關
係
は
^
吾
人
の
能
力(

I

碧

)

が
.吾
人
の
意
欲
.

(

H

)

と
並
行
せ
奴
點
i

す
る
。
•
•：
こ
の
結
f

し

て

或-—
•
づ

の

努 

力
は
他
の
或
努
力
の
效
粜
を
何
等
か
の
方
法
に
於
て
中
卷
し
め
な
け
れ
ば
之
を
遂
行
す
る
を
得
ぬ
こ
と
に
爲
る
。
即
ち
此
處
に
一
つ 

の
妓
4
的̂
關
^
决
乏(

藍

)

と
.い
ふ
极
本
關
係
が
支
配
す
る
の
で
.あ
£

0

0芬

3
.
. 

a. 

0. 

S
.
116

、

然
る
に
吾
人
は
^
素
財
^
,
力 

需
要
に
.比
し
て
不
足
し
て
居
る
、
故
に
人
間
は
此
財
貨
を
何
か
適
當
に
處
分
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
丈
け
で
以
て
斯
る
稱
を
表
現
す 

る
の
が
常
で
あ
る
。
新
規
な
表
現
方
法
の
利
益
は
何
處
に
存
す
る
の
か
明
瞭
で
s

」
(

l

)

、
と
。
或
は
又
ゴ
ッ
ト
ル
が
各
種
財
貨
に 

對
ず
る
人
々
の
偾
値
計
箅
を
ば
、長
々
じ
い
說
明
$

に
行
爲
に
於
げ
，最

擇

論

意

1
豸
|

§

0

|

|ぎ

Handeln )

と
呼
び 

變
へ
て
居
る
が
、
ハ
1
ベ
ル
ラ
ト
は
之
裏
し
て
日
ぐ
、V

體
此
ま
念
は「

限
界
效
用
說
；の
著
書
に
於
て
連
べ
ら
れ
る
價
値
nt
算
と
向
じ 

で
は
な
ハ
か
。
_

處
は
何
處
に
在
る
。
,

に
有
る
の
で
は
な
く
、
ー
ー
い
葉
に
の
み
あ
る
の
だ」

@

s
と
。
誠
に
其
通
4

あ
ら
ぅ
。

■钱
ニ
匕 

G. Haberler; Wirtschaft als Lebelvs.'37...

—

A
r
a
. 

o
. 

s. ss.

是
ま
で
述
べ
來
つ
た
所
に
依
つ
.て
、
.吾
人
は
在
來
0
價
値
論
に
對
す
る
ゴ
ッ
ト
ル
の
册
刹
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
其
論
據 

が
不
充
分
で
あ
り
、
其
緒
論
が
不
當
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
簡
單
な
が
ら
明
に
し
た
。
此
等
.の
こ
と
を
了
解
し
て
吾
人
は
次
に
コ
ゾ 

ト
ル
■の
積
極
的
議
論
べ
m
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
、'コ
ッ
-V
ル
の
消
極
的
批
判
が
不
當
で
あ
，る
と
い
ふ
こ
と
は
必
し
.も
其
積
極
が
理
論
が
最
芴 

か
ら
誤
つ
て
房
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。
或
立
論
を
企
る
に
至
づ
た
動
機
が
不
當
，で
あ
る
か

ら

i
言
つ
て
、
淇
立
論
.其
物
が

俱
値W

經
濟
的
デ
イ
メ
ン
ジ
オ
シ 

四
}

(

ナ
ヲ
ゴ
V



俱
値
？
經
濟
的
デ
イ
メ
.ン
ジ
オ
シ 

H
;

四
—.1

(

七
〇
〇
>

不
當
で
I

と
は
琴
へ
ぬ
.o
:が
併
し
、
.ゴ
ッ
.ト
キ
の
場
合
に
，
_

ン
ク
ル
-
ソ
1」

.で
あ
り「

養
學
上
の
認
識
を
深
t

ょ
り
は
寧
ろ
妨
げ
る
に
役
立
っ
^

^

察
す
る
允
雛
く
無
い
°

'
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三

「

生
活
と
し
.て
の
■.經
濟」

先
づ
最
初
に
、
彼
の
價
鑛
論
即
ち
經
濟
的
デ
イ
メ
ン
.ジ
ォ
ン
理
論
が
據
っ
て
立
っ
其
恶
礎
を
明
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

共

馨

は

、
5

に
し
て
言
べ
ば「

生
活
と
し
て
の
經
濟」

で
あ
る
。「

生
活
と
し
て
の
經
濟」

と
は
何
か
、「

在
來
の
經
濟
學」

の
遊 

礎
と
如
何
に
異
る
の
か
0

; 

. 

,

, 

:

.
ゴ
.ッ
ト
ル
の
經
濟
學
硏
究
ぱ
、
慕

忐

I

.
に
於
5

イ
"ル
タ
イ
の
薦
8

i

響
の
下
に
あ
り
、

フ
ッ
サ
丨
ル
の
現
象
學
こ 

荷
力
I

助
を
得
て
居
る
と
言
は
れ
て
f

が
、
此
處
に
、
彼

の

寒
的
デ
イ
メ
ン
ジ
ォ
I

 

此
方
面
ま
で
探
求
す
る
必
要
は
：な
.い
と
思
ふ
o
xat
一一九y.

,

:
,

話
ニ
九
此
方
面
に
於
て
.

V

ッ
.ト
ル
の
思
想
麗
■の
經
過
に
附
き
詳
細
な
.研
究
を
爲
し
た
の
は
、
ョ
ゼ
フ
•
バ
ッ
ク
で
あ
ら
ぅ
。
此
方
面
の
研
究 
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•
.を
參
照
せ
ら
れ
た
い
o
' ■
:
-

坐
活
と
し
て
の
經
濟
と
は
：
警
す
れ
ば
經
濟
は
そ
れ
鼻
生
活
で
あ
る
と
い
ふ
.こ
：と
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
反
面
に
冷
て
給
サ
と
，
 

し
て
の
囊
即
ち
財
貨
の
生
產
消

I

み
を
見
る
所
の
財
貨
論
と
し
て
の
經
濟
學
に
反
對
す
る
I

を
意
味
す
る
o
.ゴ
f

が
最
初 

に
經
濟
學
の
內
容
を
說
明
し
言
と
試
み
た
の
は
其
蕃「

言
葉
の
S

J

の
後
編
に
於
て
I

る
。
；其
處
で
.彼
は
經
濟
學
が
行
爲
の
世 

热
を
取
扱
ふ
も
の
で
t

こ
と
を
述
べ
.る
。
行
爲
と
は
如
何
な
る
行
爲
か
。
そ
れ
は
日
常
生
起
す
る
行
爲
を
意
味
す
る
と
い
ふ
。
併
し

之
は
頗
る
漠
然
た
る
记
莪
で
あ
る
が
、
ょ
.り
.

以
上
に
明
瞭
に
Jy
:ハ
內
容
を
規
定
し
な
い
。
此
處
で
言
は
ん
と
欲
し
た
こ
と
は
、
經
濟
學
を 

精
神
科
學
と
し
て
^
礎
#
け
、
自
然
科
學
的
方
法
を
排
斥
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
行
爲
の
世
界
、
體
驗
の
世
界
に
は
裂
せ
ざ
る
確
固 

た
る
關
係
が
存
在
し
て
居
る
、
此
關
係
は
自
然
科
學
に
於
け
る
が
如
く
抽
象
、
孤
立
化
等
の
方
法
に
依
っ
て
は
到
底
正
し
く
解
し
得
ぬ 

も
の
で
あ
り
、
唯
*
之
を
金
體
と
し
て
觀
察
し
、
行
爲
の
世
界
を
其
儘
全
體
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
依
っ
て
の
.み
吾
入
は
吾
人
の
現 

實
を
了
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
い
ふ
の
が
ゴ
ッ
ト
ル
の
根
本
的
主
張
で
あ
る
。

其
故
に
ゴ
ッ
ト
ル
の
进
礎
は
柚
象
を
排
す
る
こ
と
、
經
驗
其
物
に
立
脚
す
る
こ
と
、
全
體
と
し
て
觀
察
す
る
こ
と
に
在
る
と
言
へ
る
。 

斯
樣
な
立
場
か
ら
し
て
ゴ
ッ
ト
ル
は
經
濟
學
をA

uwirt
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
.

全
體
的
經
濟
學
と
名
付
け
て
居
る
。
其
茁
點
は
經
驗
に
遛
か
れ 

る「

菩
々
の
科
學
に
於
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
理
論
と
經
驗
と
P
間
の
密
接
な
關
係
が
す
っ
か
り
缺
け
て
居
る
。」

I
一0〕

此
關
係
の
缺
如 

こ
そ
は
、
ゴ
ッ
ト
ル
，に
據
れ
ば
、
リ
カ
ー
ド
オ
以
來
の
理
論
：

一

殊
に
洱
近
で
は
限
界
效
用
學
派——

が「

科
學
的
に
確
立
せ
ら
れ
た 

る
事
實
の
道
程
に
あ
る
經
驗
か
ら
生
れ
出
な
か
っ
た」

.
@じ
.理
由
な
の
で
あ
る
::
°

註
三
0 

三 
一
 

G
s
l
;
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p S. 605, 

609. 

,

丨
此
等
の
學
說
は
通
俗
的
な
る
經
驗
其
物
か
ら
生
れ
た
る
が
微
に
、

財
貨
論
に
終
り
B 
一—
5 

T

經
驗』

と
の
關
係
を
失
へ
る
所
の「

生 

沽
と
離
れ
た
理
論」

，C
I
5.と
な
り
言
葉
に
拘
朿
せ
ら
れ
た
る
思
惟
と
化
す
る
の
で

あ
る
。

.
'

ti
:
三 
ニ 

一
一
一
三
Q
air
p
.
p
,
p
3
,

o\
4
6
, 

6
4

co
.

之
に
反
し
全
體
的
經
濟
學
は
言
葉
か
ら
で
な
く
問
題
か
ら
出
發
す
る
。
問
題
か
ら
出
發
す
る
と
ほ
即
ち
經
濟
を
生
活
と
し
て
解
釋
す 

る
こ
と
で
あ
る
。
然
ら
ば
經
濟
の
本
質
ば
何
處
に
#
す
る
の
か
0
日
く「

生
活
と
し
て
の
經
濟
と
は
欲
望
と
滿
足
と
の
永
久
.的
一
致
を 

眼
目
と
せ
る
人
間
の
共
同
坐
活
體
で
あ
る」

I
I四〕
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即
ち
ゴ 

>
.ト
ル
に
依
れ
ば
經
^
的
生
活
社
ノ
欲
望
と
滿
足
と
を
ー
致
さ
せ
石
こ
と
に
基
礎
を
置
く
ノ
欲
望
と
滿
足
と
の
間
に
一
致
を 

钬
く
が
如
き
共
同
生
活
體
は
布
り
得
ぬ
'と
い
ふ
の
が
ゴ
ッ
ト
ル
の
內
心
に
潜
む
根
本
思
想
で
あ
る
，o
生
活
は
稀
少
性
べ
ゴ
ッ
ト
ル
の
氾 

nf
に
據
れ
ば
缺
乏(

N
o
t
)
)

と
い
ふ
肩
本
的
關
係
に
支
配
さ
れ
て
置
る
。
此
缺
乏
を
脫
出
せ
ん
と
す
る
所
に
經
濟
な
る
事
情
が
生
^
る
。 

生
活
上
の
酞
乏
が
即
ち
.經
濟
の
內
容
を
決
宠
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
經
濟
は
個
々
の
行
爲
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
く
、
 

布
塞
體
に
結
び
付
い
て
裙
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0「

人
間
は
消
費
と
か
或
は
生
產
の
意
味
に
於
け
る
勞
働
と
か
に
依
つ
て
經
濟 

を
營
む
もQ

で
は
な
い
。
例
へ
ば
人
が
耕
作
を
行
ふ
と
い
ふ
こ
と
丈
け
に
依
つ
て
其
人
が
經
濟
を
行
ふ
5

は
な
い
。.
其
耕
作
を
行
ふ 

か
何
ぅ
か
、
又
何
の
範
圍
ま
で
之
を
行
ふ
可
き
か
を
考
慮
し
此
等
に
就
て
注
意
深
く
選
撵
し
て
決
定
す
る
、
此
事
が
經
濟
の
方
向
を
定 

め
る
こ
と
に
爲
る
の
で
あ
る
、
.經
濟
.と
は
、
決
し
て
個
々
の
行
動
.の
內
部
に
#
在
す
る
様
な
行
爲
で
は
な
い」

o
經
濟
を
主
觀 

的
に
解
す
れ
ぱ「

欲
望
と
滿
足
と
の
一
致
に
關
し
て
細
心
に
行
は
れ
る
注
意」

で
あ
り
、
客
觀
的
に
之
を
解
す
れ
ば「

欲

望

と

處
分

と
 

2

宛
領
域
の
.內
部
に
於
け
る
欲
望
滿
足
の
あ
ら
ゆ
る
行
爲
が
銃
一
性
^
永
續
性
と
に
調
和
せ
ら
れ
た
る
關
係」

(

i

tc
を
意
味
す
る
。 

と
言
ふ
こ
.と
が
出
來
る
°
.
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.
ゴ
ッ
ト
ル
の
說
く「

生
活
と
し
て
の
經
濟」

と
は
大
體
以
上
.の
如
き
も
の
で
あ
る
。「

欲
望
.と
滿
足
の
一
致」

と
い
ふ

こ

と

に

關

し
て 

ょ
り
以
上
靜
細
な
る
說
明
は
之
を
ゴ
ッ
ト
ル
に
得
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

紅
濟
を
坐
^
と
し
て
解
す
る
經
濟
學
が
即
ち
ゴ
ッ
ト
ル
の
所
謂
る
全
體
的
經
濟
學
で
あ
る
。
そ
れ
は
財
貨
論
に
對
抗
す
る
も
の
な
の 

，で
あ
る
。
全
體
的
經
濟
學
の
採
用
す
る
方
法
は
、
當
然
又
ゴ
ッ
ト
ル
が
名
付
け
.て「
社
會
學
的
方
法」

£
三
七〕

と
稱
す
る
听
の
も
の
e

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
社
會
學
的
方
法
と
は
即
ち
先
づ
諸
種
の
社
會
科
學
が
孤
立
化
せ
ら
れ
、
獨
立
化
.せ

ら

る

、

こ

と

を

排

斥

し

相

;/
/
:
相 

援
け
合
つ
て
進
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
逛
に
又
個
々
の
社
會
科
學
.の
內
部
に
在
つ
て
如
何
な
る
對
象
と
雖
も
孤
立
化
せ
ら
れ
、
原
子
論 

的
に
觀
察
せ
ら
る
X
こ
と
を
排
斥
す
る
。
即
ち
積
極
的
に
此
方
法
は
個
々
の
經
濟
現
象
並
に
行
爲
が
經
濟
學
に
依
り
其
全
體
の
關
係
に 

於
て
觀
察
せ
ら
れ
、
且
つ
記
述
せ
ら
る
可
き
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
.で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「

全
體
的
經
濟
學
は
孤
立
化
的
杣
象
の
方 

法
、
法
則
の
.樹
立
等
を
知
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
寧
ろ
生
活
の
圣
體
的
關
係
に
於
い
て
、一

つ
.の
社
會
現
象
と
し
て
、
經
濟
を
把
握
せ 

ん
と
努
め
る
も
の
で
あ
る
0
で
あ
る」
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r

坐
活
と
し
て
の
經
濟」

を
簡
單
に
說
明
す
れ
ば
以
上
.の
如
く
で
あ
る
-°

斯
く
の
如
き
方
法
論
的
論
據
に
立
つ
て
ゴ
ッ
ト
ル
は
其
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
論
を
展
開
す
る
。
之
を
吟
味
す
る
の
が
晋
々
の
本 

來
の
課
題
で
あ
る
。

.
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オ
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從
來
價
値
論
が
占
め
て
居
つ
た
領
域
の
.或
部
分
を
共
有
.1
,、
其
名
稱
に
於
て
全
ぐ
之
を
排
除
し
て
新
に
輸
入
せ
ら
れ
た
る
此
經
濟
的 

デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
.と
は
一
體
何
物
で
あ
る
か
。
如
何
な
る
事
實
に
附
せ
ら
：れ
た
：る
概
念
で
^
る
か
。：
ゴ
ッ
讣
ル
は
先
づ
經
濟
的
デ
ィ
メ 

ン
ジ
オ
ン
な
る
言
葉
の
說
明
を
以
て
始
め
る
。

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
シ
と
は
一
つ
の
事
實
で
あ
る
§

5
と
さ
れ
、ロ#

^
に
結
び
付
い
て
居
る
所
の
經
胄
的
に
特
質
あ
る
數」

で 

あ
つ
て
、
.

「

常
に
®
當
し
て
居
る
大
さ
の
意
味
を
持
つ
て
居
る
名
の」

.

(

註
§
v
'i
さ
れ
る
o
.此
形
式
的
定
義
に
依
つ
て
、
我
々
は
經
濟 

價
値
过
經
濟
.的
デ
ィ
メ 
ン
ジ
オ
ン 
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了
解
す
る
。F -

經
濟
的
に
特
質
あ

る

」

と

は

何

か

「

_

す

る
大

さ」

と

は
何

か

。 
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.

.コ
ソ
ト
ル
に
據
れ
ば
一
-
經

濟

的

に

特

質

あ

る

數

」

：
と

い

ふ
の
.は
、
人
間
の
經
濟
行
爲
の
客
體
が
其
經
濟
か

ら

與
.へ
ら

れ

る

も

？

あ 

り

、

又
そ
れ
が
舞

S

し
て
有
す
る
豪

I

的
■

現
し
f

Q
で
I

。
そ
れ
は
恰
度
此

等

の

客

體

が

一

定
Q

f
又

は

胥

 

又
蜇
又
は
年
齡
等
を
鞭
び
て
居
る
の
と
同
様
の
關
係
I

f

の

i
言

へ

る

i
 I〕

の
で
あ

る

と

說
く
。 

_
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「

或
容
體
は
常
に
I

す
る
大
さ
の
意
味
を
有
す
る
所
の
、
經
濟
的
に
特
質
I

或
數
I

、
經
濟
に
對
す
る
其
關
係
に
應
じ
て
¥

る
O
Jか
此「

數」

は」

顿
の
鐵
、

一
尺
の
布
と
い
ふ
場
合
の
自
然
科
學
的
概
念
と「

全
然
異
ら
ぬ」

(

I
I〕

と
い」

。

註
四 
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在
來
の
價
I

含

I

す
べ
き
I

獄

忐

I

た
る
s

尝

ィ
メ
ン
ジ
5

が
、
f

と
皇
童
か
い
ふ
物

f
 

f

な
客
觀
的
I

的
概
念
で
ぁ
.

で
I

か

。

f

は
觅
に
進
ん
で「

經
濟
的
に
特
質
あ
る
數」

の
i

を

突

止

め

ね

ば

な

I

 

馬
な
る
E

の
篇
は
決
し
て
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
■の
本
質
を
明
に
せ
ぬ
。
反
つ
て
瞹
脓
を
潇
す
に
役
立
つ
の
.み
で
あ
る
0
 

I

述
べ
た
通
I

濟
的
デ
ィ
メ

ン
ジ
ォ
ン
は
從
來
惯
f

呼
ば
れ
て
來
I

f

代
I

Q
で

あ

る

。

價
|

|

系

ひ

る

こ 

と

は

、
.
先

入

觀

f

偏

見

忘

f

れ

て

囊

S

す
I

し
5

1
真
ふ
恐
れ
：

f

い
ふ
の
H

ひ
な
い
理

由

で

あ

つ

た
o

f
ば

「

價
格」

な
る
語
は
如
何
と
い
ふ
に
、
ゴ
ッ
ト
ル
は
表
面
上
f

i

採
用
し
て
居
る
。
但
し
I

味
す
る
所
の
3

丈 

必
し
も
譜
の
價
格
概
念
と
一
致
し
て
居
る
.

は
な
い
o
.ゴ
7

ル
は
此「
價
格」

と「

經
濟
的
デ
イ
メ
ン
ジ
オ
ン」

と
を
比
較
し
、

區
別
を
宛
め
る
こ
と
に
依
っ
て
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
シ
の
意
味
す
る「

數」
の
，.

性
質
を
明
に
せ
ん
：と
す
る
。

• 

.

:

ゴ
ッ
ト
ル
が
正
し
く
述
ベ
る
通
り
價
値
の
概
念
も
價
格
の
概
念
も
或
物
と
或
物
と
が
交
換
さ
れ
る
場
合
に
生
れ
て
來
る
觀
念
で
あ
る
。 

此
交
換
に
於
て
は
、
其
が
行
は
れ
る
毎
に
必
ず
其
物
，の
、
或 
一
^
量
が
他
の
物
の
；一
.究
置
と
交
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
ゴ
ッ
ト 

ル
の
言
ふ
經
濟
的
デ
ィ
メ
.
.ン
ジ
オ
ン
と
價
格
：と
は
..何
れ
も
此
相
交
換
さ
れ
る
.數
量
'に
.關
聯
せ
る
概
念
で
，あ
る
。
即
ち
價
格
と
は
,-
.交
換 

の
行
は
れ
る
個
々
の
場
ム
a
®に
組
合
せ
ら
れ
る
數
*」「

個
々
の
場
ム
口
&
に
交
換
さ
れ
合
ふ
數
1:
の
關
係」

換
言
す
れ
ば
現
實
に
支
拂
は 

れ
る
價
格j

紐
?!
5

を
意
味
す
る
0
之
に
對
し
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
は「

不
斷
に
®
當
す
る
意
味
を
持
っ
數」

で
あ
っ
て
、
日
常 

Q

用
語
に
於
て
は
價
値
と
呼
.ば
れ
て
.居
る
所
の
.も
の
.な
の
で
あ
る
。
.斯
る「

ic」

を
帶
び
た
る
或
財
貨
が
現
實
に
交
換
さ
れ
る
と
其
物 

に「

價
格」

と
.い
ふ
數
が
與
へ
ら
れ
る
こ
と
.に
爲
るQ

で
あ
る
。 

.
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.

此H

っ
の「

數」

の
間
に
如
何
な
る
關
係
が
あ
る
か
。「

個
々
の
：價
格
は
場
合
々
'々
.に
實
現
さ
れ
た
.る
或
も
の
、
既
に
嘗
て
杯
在
し
て 

居
っ
た
も
の
、
過
去
に
，外
な
ら
ぬ
も
の
で
'あ
.る」

。之
に
對

.1
>經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
は
或
客
體
，の「

特
質
あ
.る
數J 、「

常
に
.妥
當
す
る 

或
も
の」

、「

現
法
に
外
な
ら
ぬ
も
の」

で
あ
る
。「

價
格
は
交
換
'の
fr
®
と
共
に
生
起
す
る
、
そ
れ
は
^
爲
に
依
り
て
定
め
ら
る
、
或
も 

の
、
一.っ
の
事
實
，で
あ
る
。」

「

之
に
反
し
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
，.ジ
オ
ン
は
、
一
定
の
客
體
に
：附
著
，す
名
も
の
で
あ
る「

が
、
幾
多
'0
事
實
が 

交
互
に
起
る
其
®
の 

一
0
0事
情
に
等
し
い
o
時
の
異
る
に
つ
れ
て
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
，オ
ン
は
^
⑽
位
を
«
へ
、
或
は
.上
り
或
は
下 

る
？
そ
れ
は
、
價
格
に
迄
溯
ら
さ
れ
る
限
り
に
於
て
、
行
爲
に
依
り
て
決
定
せ
ら
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
.に
、
例
へ
ば
爾
後 

の
交
換
現
象
杧
對
す
る
場
合
の
如
き
は
、
そ
れ
ほ
間
接
：に
意
思
.を
：決
定
す
る
も
の
で
あ
：る」

：

是
に
山
っ
て
觀
れ
ば
憤
楮
は
經
濟
的：

デ
ィ 

_

メ
ン
ジ
オ
シ
を
⑩
じ
て
實
現
さ
れ
る
も
の
ゝ
如
く
で
あ
る
。
.が
兩
者
の
關
係
は
必
し
も
斯
く
一 
方
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「

併
し
な
が 

價
値
芩
經
濟
的
デ
イ
メ
ン
ジ
オ
ン 

四

セ

0̂

0
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谓
値
す
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
.ジ
オ
シ 

一
四.

八

.

(

七
2

0

ら
、最
も
新
じ
い
懷
格
、即
ち
最
後

^

支
拂
は
れ
た

"

る
慣
格
は
決
. ^

て
單
荩
る
，事
實
で
は
な
く
、
同
時
に

.

次
t o

續
<

交

睃

に

對

し

.
て
は
間 

接
に
意
思
を
決
定
す
る
，^

の
：で
あ

6

#

る
。

.

.

：，.

，：
此

.

最

新

の

霜

：狀
璩
が
唯
單
に
經
濟
的
デ
：オ
メ
ン̂

す
ン
セ
厨
し
て
：强

c

影

響

眞 

ベ
：る

許

り

で

蕪

ぐ

、

!f i

接
一
に
之
を
代
表
し
て
房
る
か

.

の
如
く
見
受
ら
れ
ネ
腺
れ
、

®

格
は
常
に
、
嘗
て
祥
在
せ
る̂

の‘
、
儘

^

け
る
？
然
る
時
此
場
合
め
.傯
格
は
：其
高
さ
：に
應
じ(

て
直
接
に
意
思
を
決
定
ず
る
所
の
經
濟
的
デ
ィ
ー
メ
ン
ジ
ォ
.ン
に
、
轉
換
す
る
の
で
あ 

、る
^
即
ち
ム
茼
に
於
て
價
格
が
經
濟
的
デ
ィ
メ
へ
ン
ジ
ォ
シ
杧
影
響
を
與
へ
る
こ
と
；が
認
め
ら
れ
.る
o
.
'
此
豐
は
價
格
を：「

人
格
的
の
も 

の
し
輕
濟
的
デ
メ
ィ
ン
ジ
ォ
へ
ン
を
-

「

超
人
格
的
な
も

.の」

と
見
名
考
ス
た
於
て
ー)

曆
明
瞭
と
'&
る
郧
ち
';「

價
格
は
.常
に
或
人
格
的
&.も 

の
で
あ
る
、
，そ
れ
.は
行
爲
.に
依
存
し
、
行
爲
は
交
換
べ
め
決
意
；と
い
ふ
意
味
に
於
'て
ヾ
ー
A
格
に
依
:#
す
為
0
:此
決
意
は
常
ヒ
必
然
的
に 

偾
格
に
^

る̂
.塗
愛
含
む
も
.：の
で
あ
る
。
：

•
.
然

る
に
輕
^

^

ィ̂
メ
シ
^
オ
ン
蜂
.そ
^
が
價
格
に
溯
石
眼
り
に
^
て
、
、
格
勺 

な
も
の
.か
ら
生
れ
る
'0
が
そ
れ
は
又
交
換
す
る
も
の
、
意
思
を
決
定
す
る
限
り
に
於
て
、
人
格
的
な
も
の
に
影
響
を
與
へ
る
o
併
し
そ 

れ
自
體
は
人
格
が
ら
解
放
せ
.ち
，れ
、
V
I人
格
以
上
'に
再
り
、
.
.此
意
味
に
於
て
超
人
格
的
な
も
の
を
意
味
す
る
。
此
事
は
單
に
#
在
し
た 

も
の
：と
し
て
の
價
格
忙
は
決
し
て
當
嵌
る
'も
：の
，で
な
く
、
，常
に
安
當
ず
る
も
の
：と
.し
て
の
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
に
の
み
當
莰
る
し

:

§
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長
々
し
い
此
說
明
は
.經
濟
的
テ
ズ
メ
ン
ジ
ォ
.ン
と
名
付
け
ら
る
V
事

實

に

對

し

；
て
：
明

©
な
概
念
を
形
成
し
て
居
ら
ぬ
。
明
な
こ
と 

は
そ
れ
が
現
實
的
傻
格
に
非
ざ
る
或
觀
念
上
め
數
を
.指
す
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
丈
け
で
あ
る
P
常
に
安
當
す
る
と
.ハ
ふ
こ
と
つ
過
1»
は

金
く
明
瞭
で
な
：い
.

o

:
'
:
.
. 

-

■'

ゴ
ッ
ト
ル
.の
說
明
は
更
に
續
く 

o
:經
濟
的
デ
.イ
メ
ン
ジ
オ
ン
は
一
方
に
於
て
、『
計
算
と
し
.て
の
經
濟
.I

k於
て
、
あ
ら
ゆ
る
見
積
の
.

標
準
と
.し
て
作
相
す
る
0
經
濟
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
評
算
-に
對
し
て
そ
れ
は
規
準
を
提
供
す
る
0」

他
方
に
於
て
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ 

ン
は「

市
場
に
對
し
、
.行
は
れ
得
る
あ
ら
ゆ
る
交
換
の
綜
合
概
念
と
見
ら
れ
る
。
即
ち
そ
れ
は
其
價
格
に
對
す
る
、
栽
，礎
付
け
ら
I
た 

る
期
待
、
い
は
ビ
價
格
希
望(

p

l

h

l

l

)

と
し
て
の
資
格
が
あ
る
o
t鐘
S
更
に
又「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
は
交
換
に
對 

す
る
決
意
；が
必
然
的
に
或
價
格
に
對
す
る
決
意
を
包
含
す
る
限
り
に
於
て
、
'
•亦
交
換
の
意
思
を
決
定
す
る
こ
と
に
爲
る
。』

が
そ
れ
は 

交
換
の
戡
礎
を
爲
す
の
.で
は
‘なV

、
■

交
換
が
行
は
れ
る
其
條
件
の
幾
分
漠
然
た
る
範
圆
を
指
示
す
.る
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。」

r

經
濟 

的
、テ
ィ
メ
ン
ジ
オ
グ
が
幾
分
漠
然
た
る
條
件
を
構
成
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
そ
れ
が
そ
の
條
件
#
成
の
.程
度
に
.應
じ
て
價
格
を
も
赏
撤
し 

.て
居
る
こ
と
に
爲
る
。
從
つ
て
そ
れ
は
發
生
す
る
價
格
狀
態
を
決
定
す
る
規
範
と
な
る
。」

l
i
^
l
'o

■■
普

五
 

Gotti: 
J
，
:F
p
 s.. 2

L

註
四
六
，Gottlra. 

a
,
.
p 

S. 23U 

パ

.
：
：

.

■ 

:
, 

ん 

註
四
七oottl; a. a. o. S. 23.;

交
換
.に
對
し「

幾
分
漠
然
た
る
條
件」

.で
あ
り
同
時
に
又
-1
之
を
決
定
す
る
所
の
規
範」

で
あ
る
と
は
一
體
何

を

意

味

す

る

の

か

o 

「

條
俾
_
成
：の
程
度
虻
應
じ
て」

と
.は
何
を
意
味
ず
る
の
か
。
其
自
身
價
格
に
侬
つ
て
.影
響
2
れ
る
も
の
が
何
の
程
度
ま
で「

砠
積
り
の 

檩
準
し
と
し
て
役
立
つ
の
で
あ
る
が
。.

一
 

切
が
不
明
で
あ
る
9

ゴ
ッ
ト
ル
は
更
に
別
の
言
葉
を
以
て
經
濟
的
デ
■ィ
メ
ン
ジ
r
,ン
の
職
分
を
說
明
す
る
。「

.經
濟
的
.デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
は
憤
格
の
過
去
と 

價
格
の
將
來
と
の
間
に
架
せ
ら
れ
■た
る
橋
の
如
.き
も

の

で

あ

，
る

O
J
M格
の
過
去
と
將
來
と
の
.間
を
割
い
て
居
る
も
の
は
明
に「

交
換
^
、
 

琪
容
の
意
識
の
中
.に
#
在
し
て
居
る
所
の
，

『

交
換
並
に
價
格
に
對
す
る
決
意』

で
於
る」

_

A
V
-
此
決
意
.に
對
し
て
基
礎
を
與
.へ
る
も 

の
は
經
濟
的
デ
イ
メ
ン
ジ
オ
ン
：に
外
な
ら
ぬ
。

'倩
値

せ

經

济

的

デ

イ

メ

ン

ジ

オ

ン

.
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.. 
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斯
様
な
說
明
は
吾
人
を
し
て
當
然「

效
用」

叉
は「

價
値』

の.觀
念
を
思
出
さ
せ
ず
に
：は
置
か
ぬ
。
吾
人
は
諸
種
の
財
貨
に
對
し
て

或
相
對
的
高
度
の
，黯
を
認
め
、
之
に
從
つ
て
交
換
を
行
ふ
。
之
と
卜
：記
の
ゴ
ッ
ト
ル
の
說
明
と
何
處
に
极
木
的
な
相
違
が
あ
る
の
か<

ゴ
ッ

ト
ル
は
斯
る
疑
問
の
當
然
發
生
す
べ
き
を
豫
期
し
た
る
も
の
V

如
く
、
直
に
之
に
答
べ
て
居
る
、「

價
格
が
誤
な
く
、
交
換
當
第

者
の
決
意
か
ら
生
ず
る
と
い
ふ
此
見
解
の
背
後
に
は
重
大
な
.る
誤
謬
の
危
險
が
待
鞲
へ
て
居
る
J

i
さ
此
誤
謬
と
は
取
り
も
直
さ
ず

「

價
値」

と
.が

「

效
用」
と
か
い
.ふ
言
葉
を
使
つ
■.て
言
葉
の
支
配
さ
る〜

に
至
る
危
險
に
陷
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

^
四
九

Q
o
t
t
r
p
p
. 

o
.
,
s
. 

24.

ゴ
ッ
ト
ル
の
考
に
據
る
と
、
.先
，づ
交
換(

T
_
h
)

と
選
擇(

w
o
h
i
)

と
は
區
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
槪
念
な
の
で
あ
る
。
日
常
語
に
！
^
 

は
れ
た
る
版
见
效
^
說
の
如
き
は
此
雨
者
を
混
用
し
て
居
る
。
財
貨
が
彼
我
取
引
さ
れ
る
場
合
に
一
つ
の
選
擇
が
行
は
れ
る
、
其
際
に 

價
値
と
い
.ふ
概
念
が
利
用
さ
れ
、
.
.或
物
は
他
の
物
ょ
り
大
な
る
惯
値
、
高
き
價
値
を
持
つ
と
い
ふ
こ
と
が
言
は
れ
る
、
ゴ
ッ
ト
ル
に
依 

れ
窆
は
選
擇
で
あ
つ
.て
交
換
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「

.交
換
は
表
面
的
に
考
察
す
れ
ば
選
擇
に
類
似
し
て
見
i

v
經
濟
が
本
來
原
子 

論
的
に
單
な
.る
行
爲
_に
分
解
さ
れ
る
も
，の
と
觅
.る
人
は
、
：
：•:
:
總
.て
の
經
濟
的
行
爲
を
交
換
と
見
る
、
例
へ
ば
、
坐
產
を
ば
费
用
と 

結
染
と
の
間
の
內
部
的
交
換
^
見
る
で
あ
ら
ぅ
o
然
る
時
は
如
何
な
名
交
換
と
離
も
、

.一
つ
の
擇
と
し
て
單
純
化
さ
れ
て
麗
さ
れ 

$

l

o

)

T
.交
換
は
.
.

v

•選
櫸
と
し
て
：一
般
に
解
釋
せ
ら
る
X
も
の
と
雲
泥
：の
相
違
が
あ
る
。
；
：
交
換
を
爲
す
べ
き
か
否
か
、
又
如 

何
に
之
1
行
ふ
べ
き
か
ー
切
の
事
裥
は
、
全
體
.に
對
す
る
其
關
係
に
依
つ
て
'支
配
さ
れ
る」

.

(

聖

1

)
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.「

之
を
要
す
る
に
交
換
と
選
擇
の
區
別
と
は
ゴ
ッ
ト
ル
と
限
界
效
用
說
と
の
方
法
論
上
の
相
違
か
ら
生
れ
て
來
た
も
の
X
如
く
で
あ
る
。 

ゴ
' ッ
ト
ル
に
依
れ
ば
此
區
別
を
無
視
す
る
こ
と
は「

客
體
の
直
接
に
數
量
的
な
る
評
價
を
可
能
な
ら
し
め
、」

「

積
極
的
な
る
效
/n

の
大 

さ
.の
表」

に

賴

る

，誤

を

犯

さ

し

め

、
^
 ̂

5
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
對
す
る
關
係
の
布
在
r
る」

を
無
^
せ
し
め
、「

堪
な 

る
行
爲
-の
寄
集
め
細
工」

(

託
5

5
を
澍
ら
す
結
艰
に
陷
る
の
で
あ
る
。

-

註
五
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G
o
a
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o
r
s
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■•
艰
c
て
ゴ
ッ
ト
ル
の
考
へ
て
居
る
通
り
で
.あ
f
eう
か
。
限
界
效
用
說
は
經
濟
を
以
て
個
々
の
行
爲
の
寄
集
め
と
/#
釋
し
て
居
る
で
あ 

ら
う
か
0
選
擇
を
以
て「

直
接
に
數
量
的
な
る
評
價」

と
解
し
.て
居
る
で
あ
ら
う
.か
。
少
ぐ
と
も
方
法
論
的
に
進
歩
せ
る
最
近
の
阪
界 

效
用
說
に
在
つ
て
は
ゴ
ッ
ト
ル
の
斯
様
な
解
釋
は
全
然
不
當
で
あ
る
。
；ゴ
1
ト
ル
^
い
ふ
~7
交
換」

,と
.

「

遝
擇」

の
間
に
は
雲
泥
の
差 

な
ど
は
決
し
て
#
往
し
な
い
。
全
體
と
•の
.關
係
に
於
け
る
經
濟
行
爲
を
全
く
無
視
す
る
が
如
き
解
釋
は
效
用
說
の
採
る
所
で
は
匆
論
無 

く

、

'叉
今
日
一
般
に
行
は
れ
て
屉
る
.所
で
も
な
い
0
’
-

.

ゴ
.

ッ
ト
ル
の
此
肋
解
は
、
實
に
彼
の
爲
に
不
幸
で
.

あ
.

つ
た
q

斯
く
の
如
き
誤
信
は
難
解
な
る
彼
.の
新
語
製
造
に
役
立
つ
の
み
で
あ
つ 

た
。
之

に

關

す

る

說

1
は
姑
く
措
く

0
.

 

:

,

"

:

 

,

“さ
て
、
斯
く
の
如
き
.職
分
を
有
す
る
此
經
麻
的
デ
ィ
：メ
.ン
.ジ
ォ
ン
'は
如
.何
に
し
て
發
：坐
す
る
の
か
、「

經
濟
的
デ
.ィ
’メ
ン
ジ
ォ
ン
は
.
 

…

.共
根
源
を
市
場
に
得
る
。」

丽
し
亡「

市
場
と
は
、
：.

：
實
現
せ
ら
る
1
父
換
の
綜
合
槪
念
に
過
ぎ
ぬ」

、市
場
に
於
て
は
過
去
の
憤 

格
列
.が
將
來
の
M
格
列
と
織
り
交
ぜ
ら
れ
る
o
r價
格
の
過
去
は
、
そ
れ
が
多
少
な
り
と
.も
價
格
の
將
來
に
對
し
て
影
響
を
與
へ
る
狼
り 

^
.於
て
3
之
に
織
り
込
ま
ル
る
0
\市
敬
を
衝
'̂
て
疗
ば
れ
：最
将
の
：此
織
&
み
.が
疋
し
:<
:
1
.經
濟
的
；デ
ィ
/:

ゾ％

ォ
シ
•の
中
に
.於
.て
具 

;懷
値w

經
濟
的
デ
'イ
メ
ゾ
ジ
オ
'
'
ン
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1
0

)
象
似
さ
れ
る
の
で
あ
る
ゃ
'慑
格
ー
に
依
づ
'て
狹
定
さ
れ
ぢ
ぢ
同
時
ぬ
篇
を
決
：定
ず
る
も
：の
セ
あ
る
匕
と
、
之
が
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ 

一
’の
惫
味
t?
あ
る 

O
J
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此
文
章
か
意
味
は
庀
に
プ
モ
シ
の
指
摘
し
^

る̂
逋
り
明
瞭
で
な
い
身
債
格
の
過
去
は
其
將
來
に
影
響
を
與
べ
る」

。
之
が
、織
り
込
'
 

み
と
名
付
け
ら
れ
る
？
.然
も
此
織
込
は
價
格
の
將
來
に
非
ざ
る
、「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
な
る
も
の
に
具
象
化
さ
れ
る
。
此
經
濟
的 

デ
ィ

メ
ン
ジ
ホ
シ
が
價
格
の
將
來
に
影
響
を
.與
へ
る
。
レ
て
見
れ
ば
、
.
_價
：格
の
.織
込
み
と
は
將
來
の
價
格
に
直
接
影
響
を
與
へ
る
こ
と 

で
な
く
し
て
經
濟
的
デ
ィ
メ
シ
ジ
>
.
ン
を
作
り
出
す
と
い
ふ
意
味
に
外
な
ら
な
く
な
るC

C
I

五〕

o
 

餘
五
五
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;
卜
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.-I
價
格
が
經
濟
的
.デ
ィ
メ
ン
ジ
ホ
ン
の
巾
へ
.織
^
ま
れ
る」

と
は
具
體
的EJI

：

を
意
味
す
る
か
o
ゴ
ッ
ト
ル
自
身
の
言
葉
に
依
れ
ば
そ 

作
ぬ
、「

經
濟
當
事
箸
の
頭
腦
中
に
活
動
し
、
-.
彼
等
の
意
思
0
中
に
生
き
て
居
る」

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
是
.に
據
つ
て
党
れ
ば
經
濟
的 

デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン

と
は
或
心
理
的
事
實
で
あ
る
.、
，人
間
の
心
理
的
動
機
を
表
現
す
る
或
表
象
の
如
く
解
さ
れ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
正 

に
ア
モ
ン
の
指
摘
す
る
如
く 

C

I

5長
さ
重
さ
、
溫
度
年
齡
等
の
如
く
客
體
其
物
に
固
有
な
或
デ
ィ
メ
ン
ジ
け
ン
で
は
あ
り
得
な
く
爲 

る
0
此
處
に
も
經
濟
的
デ
ィ
メ
.ン
.ジ
す
ン
の
正
體
を
瞹
味
な
ら
し
む
る
矛
盾
が
あ
る
。

戟
五
六 

Amonn;_a. a. o. S. .243.V.

斯
く
の
.如
く
、
市
場
ょ
り
實
現
さ
れ
得
る
交
換
の
綜
合
概
念
と
し
て
發
生
す
る
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
は
、
價
格
を
決
定
す
る
規 

腿
で
あ
り
、
交
換
並
に
價
格
へ
の
決
意
に
參
加
す
る
多
數
諸
種
の
.要
素
中
の
中
心
的
な
勢
力
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
價
袼
列
は
皆
此
經
濟 

的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
の
中
に
歸
屬
せ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
は
_
々
の
價
格
狀
^
に
對
立
す
る
も
の
_と
し
て

M
格
繼
續
性
を
現
す
。
此
點
に
於
て
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ホ
シ
は「

十：！き
值
格
狀
態
に
應
じ
て
新
し
き
價
格
狀
態
：を
截
頓
す
る
爲
の
：缺 

く
可
か
ら
ざ
る
支
柱
を
提
供
す
る
も
の
と
な
る」

。C

雙
七 > 

然
る
に
旣
に
知
れ
る
如
く
、
個
々
'の
價
格
狀
態
は
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ 

ン
に
對
し
て
影
響
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。
然
も
、
ゴ
ッ
ト
ル
に
依
れ
ば「

新
し
い
價
格
狀
態
は
比
較
的
にg

,

く
上
昇
し
た
り
、
或
は 

頗
る
深
く
戗
下
す
る
こ
と
が
あ
，る
。
此
事
實
は
何
れ
も
取
り
も
直
さ
ず
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
.ジ
ォ
ン
の
規
定
的
规
範
か
ら
離
反
す
る
意
味 

に
外
な
ら
ぬ
。
=
:常
用
語
1に
依
れ
ば
、
之
は『

價
格』

が
低
落
し
た
と
か
騰
貴
し
.た
と
か
い
ふ
言
葉
に
依
つ
て
表
現
さ
れ
る
？
：
：
規 

定
的
規
範
は
謂
は
ぐ
强
大
な
る
勢
カ
の
腿
廹
の
下
に
屈
曲
せ
ら
れ
こ
と
.に
爲
る」

|

0
と
0
"ン
.
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rf
l
n疋
觀
之
、.經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ナ
ン
は
、

，一
方
に
於
.て
價
格
の
將
來
釔
規
定
ず
る
所
の
規
範
.で
あ
る
が
、':
他
方
に
於
て
、「

價
格
0 

過
去
の
全
系
列
に
依
つ
て
影
響
さ
れ
る
.も
の」

で
あ
り
、「

價
格
の
幾
分
漠
然
た
る
條
件」

.

.で
あ
り「

價
格
狀
態
.に
依
つ
'て
屈
曲
せ
ら
る 

、
も
の」

で
あ
.る
。
然
も
新
な
る
憤
格
狀
態
は
此
規
範
か
ら
迤
に
離
れ
て
上
下
す
る
こ
と
が
出
來
る
.の
で
か
る
0
ゴ
ッ
ト
.ル
は
ー
體 

「

規
範」

と
v>
ふ
こ
と
を
如
何
に
解
し
て
居
る
.の
で
あ
ら
ぅ
か
o
斯
樣
に
疋
面
か
ら
相
矛
厝
す
る
.性
質
を
#

ね
備
へ
た
る

經
濟
的
デ
ィ

メ 

ン
ジ
ノ
ン
の
本
質
は
菩
人
の
到
底
了
解
し
得
ぬ
所
で
あ
る
。

ゴ
ッ
ト
ル
は
、：經
濟
的
デ
ィ
.メ
ン
ジ
矛
ン
が
價
格
の
過
去
の
綜
合
概
念
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
に
依
つ
て
、
從
來
の
價
値
論
が
價
袼 

決
定
の
稂
本
原
因
を
追
求
せ
る
こ
と
.の
誤
を
指
摘
せ
ん
と
欲
し
た
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
即
ち「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
，ジ
r
ン
ば
根
木
的 

に
は
共
自
體
偾
格
ー
に

.溯
る
も
(0
.
-な
る
が
故
に
：、
：そ
れ
は
惯
格
，に
，龀
し
：て
爽
し
で
充
分
な
备
极
據
を
_

る
も
^
で
钇
く
>
へ
規 

と
し
て
の
其
役
割
は
、
.價
格
の.1

切
の
.關
係
を
殽
ふ
所
の
假
面
.̂'
表
す
に
過
ぎ
ぬ
も
の「

.で
あ
る
■?其
故
に
^

'
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ニ)

せ
，ば

.
「

經
濟
的
デ
.ィ
メ
シ
ジ
ォ
ン
は『

憤
格
全
體
の
結
果』

と
言
.へ
る
,.
0
C
I

さ
- ：

^
に
對
し
て
從
來
0
懷
値
論
は「

價
格
全
體
の
：根
據」 

を
^
め
た
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
.ゴ
ッ
ト
ル
に
！！
れ
ば「

價
値
論
のT

死
亡
^
は
.先
.づ
第 
一
K

『

價
格
金
體
の
极
據』

に
對
す 

る
此
追
求
に
關
係
が
あ
る」

S
六
〇〕

の
で
あ
'る
。
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.經
濟
的
デ
4 
メ
シ
ジ*
ン
が「

規
定
的
規
範」

と
い
ふ
積
極
的
職
分
を
持
つ
も
の
で
あ
り
：な
が
ら
、
單
な
る「

假
面」

即
ち
表
面
的
假 

•
象
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ふ
の
は
全
く
解
釋
に
莕
し
む
說
明
で
あ
る
。
又
、
.そ
れ
は
措
く
と
し
て
も
、
上
述
<6
如
き
經
濟
的
デ
.ィ
•メ
シ
ジ
：ホ
ン 

の
.職
分
の
み
を
以
て
、
來
し
て
從
來
の
價
値
^1

の
要
求
を
非
難
す
る
資
格
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
：か
。
ゴ
ッ
ト
ル
が
經
濟
的
デ
ィ
メ
シ
ジ
ォ
.
 

ン
に
依
つ
て
說
明
し
た
こ
と
は
、
或
價
格
の
成
立
が
過
去
の
儐
格
全
體
の
影
響
を
受
け
る
と
い
.ふ
こ
と
、
即
ち
'個
々
の
偾
格
が
獨
立
に 

常
該
物
件
に
對
す
る
評
價
に
侬
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
或
物
の
價
格
の
形
成
は
他
の
佥
憤
格
列
の
影
響
の
下
に
行
は
れ
る 

と
い
ふ
こ
と
に
外
'な
ら
ぬ
。
併
し
な
が
ら
、
斯
る
事
情
は
最
近
の
經
濟
的
平
衡
論
が
明
に
認
め
、
■又
力
を
込
め
て
唱
禅
し
て
居
る
所
で 

あ
る
。
力
.ッ
セ
ル
の
說
く
價
格
形
成
の
數
學
的
表
明
は
其
代
表
的
な
も
.の
.で
あ
る
o
.同
じ
値
値
無
用
論
者
バB

1
ネ
が
、「

價
侦
の
氓
據 

を
訊
ね
る
こ
と
は
無
意
味
な
質
間
で
あ
る
。
價
値
に
は
一
つ
の
根
據
と
い
ふ
も
の
は
_:無
い
0
價
値
、.
.一
層
適
切
.に
言
へ
ば
價
格
な
る
も 

の
は
經
濟
的
平
衡
を
決
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
條
件
か
ら
生
ず
る
。
總
て
が
相
共
同
し
て
總
て
の
交
換
關
係
o
ハ
ロ
ー
ネ
.は
^
値
の
概
念
を 

斯
く
呼
び
變
へ

る

m

-#
0
を
決
定
す
る」(

註
六
C
と
說
C
簡
單
明
瞭
な
其
主
版
，は
不
可
解
な
る
經
濟
的
デ
ィ
メ
シ
ジ
.ォ
ンQ

.

概
念 

釔
輸
入
し
、
.數
十
M
を
#
し
て
說
い
た
ゴ
ッ
ト
ル
の
說
と
同
一
の
內
容
を
意
味
す
る
も
の
紅
の
で
な
か
ら
ぅ
か
。
然
;̂

と
す
れ
ば
、
吾 

々
は
之
に
答
へ
る
爲
に
經
濟
的
平
衡
論
ょ
り
.す
る
债
値
學
說
無
用
論
を
論
議
す
る
必
要
に
迪
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
就
て
は
雜
に
第 

一0

に
言
及
し
た
所
で
あ
る
し
、
此
處
に
於
て
誶
論
す
る
こ
と
は
不
適
當
で
あ
る
。
蓋
し
ゴ
ッ
ト
.ル
は
從
來Q

あ
ら
ゆ
る
經
濟
，理
論
に
不
信 

用
を
表
明
し
て
.自
己
獨
特
の
經
濟
學
說
を
創
立
す
る
こ
と
に
努
め
て
居
る
の
で
あ
.る
が
、
本
論
文
.のEE

的
は
ゴ
ッ
ト
ル
の
此
意
圖
の
一 

面
た
る
愤
攸
现
論
に
就
て
其
正
體
を
明
に
し
て
，之
を
批
判
す
る
こ
と
に
.在
る
も
'の
で
あ
る
.か
ら
で
.あ
：る
0
ゴ
.ッ
ト
ル
の
說
の
煩
雜
と
瞹 

味
と
杓
的
矛
厨
と
杧
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
の
本
質
は
經
濟
的
平
衡
論
に
在
る
と
斷
定
.を
下
す
前
に
、
尙
ほ
ゴ
ッ
ト
ル
の
所
言
を
聞
か
ぅ
。
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■

次
に
ゴ
ッ
ト
ル
は
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ

ン
の
現
れ
方
と
し
て「

通
常
の
價
値
位
置」「

場
合
々
々
の
®
値
の
高
度」

及
び「

計
弊
せ 

ら
れ
た
る
或
大
さ」

の
三
種
を
述
べ
て
居
る
。
其
第
プ
の
も
の
は
日
常
語
で「

價
値」

と
呼
ば
れ
、
.第
二
の
も
の
はr

其
日
々
，々
の
價 

格」

に
當
り
最
後
の
も
の
は「

收
益
價
値」

に
相
當
す
る
と
說
く
が
此
等
.の
詳
細
.な
る
說
明
.は
>
し
も
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
の
本 

質
を
明
な
ら
し
む
る
に
役
立
た
ぬ
。

.以
上
が
ゴ
ッ
ト
ル
の
著「

經
濟
的
デ
ィ
メ
シ
ジ
オ
ン」

中
、「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
.オ
ン
の
事
實」

と
題
す
る
第
二
章
の
略
述
で
あ
る
。 

第
三
窣
は「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
の
發
生」

と
題
す
る
。「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
：オ
シ
は
如
何
な
る
生
成
過
程
を
取
る
か
、
交
換
は 

豫
め
如
何
な
る
极
源
を
持
つ
か」

C
1ハ
5
と
い
ふ
質
問
を
起
し
て
ゴ
ッ
.ト
ル
は
此
章
を
說
き
始
め
る
0

註
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.吾
々
は
上
述
せ
る
所
に
於
て
、
ゴ
ッ
ト
ル
，自
身
の
言
葉
に
依
り
朧
氣
な
が
ら
經
濟
的
，デ
ィ
メ
ク
ジ
オ
ン
の
意
味
と
其
職
分
と
を
推
定 

し
た
。
併
し
な
が
ら
典
本
質
、
即
ち「

經
濟
的
に
特
質
あ
る
數」

と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
又
縦
令
ひ
此「

數」

が「

全
愤
格
の
結 

取J

と
し
て
發
生
す
る
と
し
て
も
、
其

(

相
對
的
又
は
絕
對
的)

大
さ
は
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
に
就
て
は
全
然
之
を
推
宛
し
得
な
か 

.
つ
た
。：
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、
、
七一

「

ノ

•■
r
,經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
の
成
生」

を
論
ず
る
宵f

に
於
.て
、
寄
人
は
此
疑
問
に
對
し
て
何
等
か
の
解
答
を
期
待
し
て
も
ょ
い
鞋
：で
あ 

る
。 

\

:

. 

.

.

.
•/
;

■
.
:
.-•
'
.
/
- 

.

.
/

■■
...
■.
... 

. 

.

.

.

.

.:
ノ

.:-ト

.■
: 

.. 

"
:

/-
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1
.
 

'

'
■
 

:

.

コ
ゾ
ト
ル
に
依
れ
ば
：
辭
濟
が
テ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
は
、
貨
幣
の
流
通
す
る
交
換
經
濟
社
:#

に
於
て
の
.み
發
生
す
る
。
例

へ

ば
人
類
の 

初
期
の
'tf
會
生
活
の
.如
き
狀
態
.の
服
班
の
下
に
於
て
は
、
交
換
は
唯
例
外
的
に
行
は
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
M

.W
の
交
換
は
、
各
段
族
間
に 

於
て
侵
害
に
#
す
る
同
態
後
»
の
制
度
が
賠
偾
の
制
度
へ
移
り
、
其
問
に
各
氏
族
特
有
の
財
貨
に
慢
性
的
過
剩
の
#
在
す
る
と
い
ふ 

:

赞

力

#
る
と
麓
し
て
.來
る
の
で
あ
る
。
此
際
交
換
さ
れ
る
自
的
物
.の
；
趣

類

及

.び

分

最

は

唯

r

偶
然
又
は
習
憤
に
依
つ
て
決
走

さ

れ
 

て
居
る
も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬo

斯
く
わ
加
き
社
會
に
於
て
は
邂
濟
的
デ
ィ
メ
ン
、ジ
ォ
ン
.は
發
生
し
得
な
い
:°
唯
*
個
々
の
財
®
に 

•
し
.
.赞
惯
に
任
つ
て
定
ま
れ
る
：「
原
始
的
價
格
>
が
#
在
：す
.る
め
办
で
あ
る
0、も 

メ
ン
ジ
ォ
ン
の
.有
す
る
が
如 

き

「

常
に
一
般
に
®
當
す
る」

性
質
が
備
つ
て
居
ら
ぬ
o

:

:
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
が
發
生
す
る
爲
に
は
、
先
.づ
、
習
慣
が
.交
換
を
支
配
す
る
と
.い
ふ
狀
態
が
破
ら
れ
、
經
濟
に
合
理
主
義
の 

.精
神
が
入
込
ん
で
來
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
t

る
I

は
、
社
會
に
商
人
が
出
現
し
、
布
場
が
生
れ
、
競
爭
が
行
は
れ
ー
般
的
に
共
通 

の
反
ル
に
侬
る
交
柺
此
纬
の
n'
l

が̂
自
对
に
爲
る
に
及
ん
で
.W
J
て
生
ず
る
。
即
ち
交
換
に
際
し
商
人
間
に
競(

♦
が
行
は
れ
る
樣
な
狀
態 

に
於
て
は
佃
))
|

的
な「

用
-̂

的
偾
格」

の
場
合
土
異
つ
て「

全
體
に
對
す
る
願
慮
と
個
々
に
對
す
る
注
意」

C

I

0が
交
身
比
率
に 

.

影
響
を
與
へ
る
に
f

o
が
併
し
.軍
に
そ
れ
丈
け
で
は
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
の
.概
念
は
發
生
し
得
な
い
。
北
ハ
發
生
に
は
、
.か
、
る 

交
換
比
率
が
社
會
一
般
に
妥
當
性
を
有
す
る
様
に
な
り
财
貨
に
弘
く
流
通
性
が
與
へ
ら
れ
る
様
な
社
會
狀
態
が
出
現
す
る
こ
と
が
.必
要 

で
あ
る
政
拟
良
は
刷
富
獅
に
役
立
つ
貨
幣
が
麓
通
す
る
^
及
ん
で
成
就
せ
ら
れ
る
0
貨
幣
に
侬
る
評
算
が
可
能
に
爲
る
と
、
治 

，前
、
無
數
の
財
貨
の
各
—
對
の
比
較
そ
れ
ぐ
に
附
隨
レ
て
席
っ
た
交
換
比
率
を
總
て
错
均
一
の
辆
呼
の
上
に
立
つ
數
に
統
ニ
す
る
こ

と
が
出
来
る
.様
に
爲
る
。「

此
事
は
即
ち
經
濟
的
デ
ィ
メ
レ
ジ
オ
ン
に
依
.る
思
考
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
ぬ
。

r 

’
•

.

.經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
に
依
る
思
考
は
總
.て
赀
貨
幣
.の
.大
.さ
に
於
.け
る
計
箅
と
.

1

致
す
る
/

1

> 

.

の
で
あ
る
。
之
と
同
時
に 

計
箅
貨
他
と
，

S

ふ
觀
念
も
亦
反
而
に
經
濟
的
デ
ィ
メ
，ン
ジ.

.オ
シ
の
成
立
.を
'意
.味
し
て
こ
そ
有
意
義
な
，の
で
あ
る
。
則
ち
'-
1
計
算
货
粮
と 

..經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
は
根
本
的
に
相
瓦
に
^

#
付
け
合
ふ
も
.の
で

あ
..

る

。
'

:

計
算
貨
幣
な
'く
し
て
は
經
濟
的
デ
イ
，メ
ン
ジ
ォ
ン
は
あ 

り
得
な
い
が
、
併
し
一
方
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
の
.成
立
：に
役
立
：つ
と
い
ふ
：こ
と
に
依
つ
て
の
み
計
尊
貨
锻
と
し
て
の
意
義
が
あ
る

の
で
お
る
o」

§

ハ
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'

此
處
で
一
.言
注
意
す
べ
き
こ
.と
は
、
ゴ
ッ
ト
ル
の
此
計
算
貨
.幣
の
槪
念
が
必
レ
も
發
達
ザ
る
經
濟
社
#
に
實
際
に
流
通
す
る
貨
幣
を 

意
味
す
る
も
の
で
.な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
交
換
媒
介
の
手
段
と
し
て
、或
は
又
1

支
拂
の
.字
段
と
.し
て
、或
は
又
價
俯
貯
藏
の
手 

段
と
じ
て
.の
貨
胳
の
職
分
は
勿
論
、
la
實

に
■或
貨
胳
於
流
通
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
亦
必
：し
%-

必
，要
.で
，ば
な
い
の
で
あ
.る
。
單
に
訐
笕
に 

役
立
つ
f

と
し
て
.の
察
實
さ
ヘ
#
在
す
れ
ば
足
り
る
9
即
ち
必
し
も
現
實
に
®

が
社
#
に
流
®
す
る
こ
と
を
意
.味
せ
.ぬ
。
而
し
て 

計
笕
の
手
段
と
.し
て
の
貨
轉
か
ら
し
て
漸
次
、
支
拂
手
段
交
換
手
段
と
し
て
の
職
分
を
具
へ
た
る
貨
幣
が
發
坐
し
て
來
る
こ
と
に
爲
る
。 

，貨
幣
に
關
す
る
ゴ
ッ
ト
ル
の
趴
學
說
は
一
つ
の
^

學̂
說
と
•.し
て
注
目
す
べ
き
も
め
で
あ
ら
ぅ
.が
ハ
1
ハ5
此
處
で
此
以
上
論
究
す
る
必 

.要
允

無

い

？
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.
'
背
^
の
職
分
が
發
展
す
る
と
、
交
換
は
#
然
的
に
購
買
と
：販
寶
と
に
.分
た
れ
->
商
品
が
發
生
■し
.損
失
.•收
益
.の
計
算
が
，可
能
と
な
り

.園
値W

經
濟
的
デ
イ
メ
ン
：ジ

オ

ン
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S

5

從
つ
て「

營
利
と
し
て
の
_

」

|

生
ず
隹
至
る
0
.
1的
行
爲
は
I

l

f
れ
，

る
財
背
の
纖
的
.流
I

が
普
及
す
I

至
る
、
斯
く
し
て「

經
濟
的
デ
ィ
•メ
ン
ジ
ォ
ン
は
外
部
岛
つ
て
は
舞
ホ
I

l

f

此
見
樹
に
際
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
計
算
に
對
し
て
支
柱
を
與
ベ
る
し(

逆
ハ
技
の
で
あ
を
。
：
.

'

-

,

誰
六
七 

G
o
t
Jr
a
. 

3
.
P
S
. 

99..

. 

'

.

「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
シ
の
農」

と
題
す
る
.

」

f

述
べ
ら
れ
た
以
上
處
^

明
は
少
し
.歲
へ
ら
れ
ぬ
：o

.

_生
成
の
條
件
I

ベ
ら
れ
て
居
る
に
過
ぎ
.ぬ
。
：經
濟
的
デ

の
か
.。
そ
の「

特
質
あ
る
數
は
具
體
的
i

何
に
し
て
生
れ
て
來
る
の
.か
、「

常
k

l
す
る
大
さ」

は
如
何
に
し
て
定
め
ら
れ
る
.の
か
、
 

此
盟
關
係
は
全
く
明
で
な
い
0
初
I

に
於
て
經
濟
的
デ
ィ
.メ
ン
：ジ
.ォ
シ
は
規
格
の
：過
去
の
全
系

列

の

踪

合

概

f

し

て

發

生

し

卞
 

た
る
こ
と
I

f
れ
た
が
、
そ
れ
丈
け
S

生
S

ず
る
說
明
な
の
2

1

巧

f

と
す
れ
I

過
去
S

格
は
如
何
に
し
て 

夫
れ
く
の
高
さ
に
位
し
て
f

.
の
か
。
ゴ
ッ
ト
ル
に
據
れ
ば
、
之
を
彥
る
中
心
的
役
割
は
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
^

ン
の
I

る
所 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
處
に
論
理
の
獲
が
始
ま
る
。
ゴ
ッ
ト
ル
は
此
循
環
を
解
く
具
の
下
に
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
の
生

成
 

I

じ
、
筆
は
一
般
的
交
換
I

I

に
於
け
.る「

原
始
的
慣
格」

に
迄
溯
つ
.，I

憂
け
ら
れ
ぬ
。「

原
始
的
價
格」

.ば
獲
と
傳
統
が
之
を
支
配
す
る
、；即
ち
交
換
比
率
は
習
慣
と
：傳
統
に
依
つ
，て
宛
め
ら
i
る
の
で
あ 

ら
ぅ
が
、
幕
の
流
通
す
る
交
換
經
濟
社
會
に
於
て
は
如
何
。
：各
人
は
合
理
主
義
の
精
神S

下

舊

蟲

f

行
ふ
。
齊
懷
の
產
に 

f
つて

；！£

人
の
を
禾
fi
*/イ
厨
が
^

と̂
爲
る
.
交
換
11
率
の
^
算
貨
幣
.が
流
通
す
.る
.と
..ぃふ
.條
件
の
下
に
共
通
の
^
*

に

統

ニ

さ

^

る 

I
 

S

I

Xこ
と
は
換
言
す
れ
ば「

經
濟
P

,
イ
：メ
.ン
ジ
オ
シ
I

け
る
S

」

が

論

荇

之
丈
け
‘が
ゴ
ッ
ト
ル
の
長
い
說
明
の
骨
子
で
あ
る
o
，經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
シ
の
正
體
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
o
如
何
.な
る
事
實
.
. 

關
遂
を
指
し
て
斯
く
名
付
け
る
の
で
あ
る
か
0
又
價
格
と
.經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
に
關
す
る
說
明
が
單
に
之
丈
け
に
終
る
な
ら
ば
'

.ゴ
ッ
ト
ル
は
價
格
の
究
極
的
根
據
を
求
め
る
の
愚
を
嘲
つ
，て
居
る
の
で
あ
る
1

.

「

經
濟
的
デ
ィ
.メ
ン
ジ
オ
ン」
な
る
概
.
 

念
は
決
し
て
從
來「

價
値」

な
る
概
念
の
下
に
意
味
せ
ら
れ
て
居
つ
た
所
の
事
情
を
指
す
も
の
で
あ
り
得
な
い
。
併
し
吾
々
は
結
論
に
、
 

至
る
前
に
页
に
ゴ
ッ
ト
ル
の
言
ふ
所
を
聽
か
ぅ
。 

. 

ン 

第
五
奪
に
於
て
ゴ
ッ
ト
ル
は

r

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
の
意
味
.

」

.を
棵
究
し
て
ゐ
る
。
即
ち
各
財
貨
の
a
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
シ 

の
背
後
に
は
何
が
#
在
し
て
居
.る
か
即
ち
經
濟
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
の
稂
據
を
問
題
^
す

る

;°
ゴ
ッ
.ト
ル
に
據
れ
ば
日
常
語
で
は「

購
買 

力」

と
呼
ば
れ
て
居
る
も
の
が
之
に
相
當
す
る
。
併
し
な
が
ら
"
之
は
現
實
ょ
り
離
れ
た「

財
貨
論」

か
ら
生
ぜ
る
誤
れ
る
思
惟
な
の 

で
あ
る
。

價
格
全
體
の
結
梁
た
る

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
次
オ
ン

を
.ば
是
ま
で
.鱗
質
力
.

」

と
：.言
は
し
.め
て
.居
つ
た
现
F1
4
は
、
個
々
の
財
貨
の 

一
宠
數
量
が
交
換
さ
.れ
る
其
交
換
の
箭
的
取
引
即
ち
價
格
の
根
本
：的
极
據
を
求
め
ん
.と
す
る
在
來〗

の
惯
値
論
一
舣
の
先
入
見
に
在
る
の
♦:
 

で
あ
る
0
即
ち
其
根
據
が
財
貨
の
雕
買
力
，に
在
り
、
，購
買
力
の
源
は
.「

價
値」

又
：「

價
値
評
定
.

」

に
在
る
と
說
く
考
へ
が
內
に
潜
ん
で 

居
‘つ
た
が
爲
.で
あ
る
0

く
.
'
:
:
. 

-
.
. 

f 

,

.ゴ
ツ
ト
ル
ば
主
張
し
て
日
く「

經
濟
的
デ
ィ
メ 

.ン
ジ
シ
は
其
自
體
確
.に
客
體
‘に
固
着
し
て
居
る
.が
、
併
し
客
體
の
1l
t
界
、
即
ち『

財 

貨
生
沿』

は
決
し
て
彼
のT

ょ
り
犬
な
る
關
係』

で
は
な
•い
。」

即
ち「

經
濟
的
デ
ィ
メ
.
.ン> 
オ
ン
は
坐
活
と
し
て
の
經
濟
の
大
な 

る
關
係
に
於
て
觀
察
せ
ら
れ
る
.

」

の
で
あ
る
。「

然
る
に
此
生
活
は
：…

經
濟
生
活
の
主
體
に
甚
-礎
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る 

交
換
は
常
に
經
濟
'の
主
體
と
主
體
と
の
間
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
檨
に
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
も
亦
經
濟
主
體
に 

對
し
て
充
分
の
意
義
あ
る
c
s
l
o
a
關
係
に
於
.て
成
立
す
る」

@
ハ6
.と
0
.此
處
に
於
て
.吾
人
は
漸
く
經
濟
的
デ
ィ
メ
'

V

シ
オ
ン
の
：
 

價
値W

經
濟
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デ
イ
メ
ン
ジ
オ
ソ 

艽
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本
多
を
？

几
す
る
こ
と
が21

*̂
る
そ
れ

.は

.即
ち
或
財
貨
が
經
.濟
主
體
に
對
し
.て
有
す
；る
充
分
.な
る
意
義
.

(3£_
く022 )

と
い
ふ
こ
と
と 

あ
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
と
。

ft
六
八oottl; a. a.

ps. 

l

o

p

:

■
 

.

.「

■
.

ぐ
-
.
.
-
.
.
'
.
:
.
.
. 

■

此
定
義
に
於
て
、「

充
分
な
る
意
義
.

」

.と

は

如

何

な

る

概

念

、
か

晶

題

と

爲

.る
。
之
を
說
明
ず
る
.に
先
立
つ
て
、
ゴ

.

ッ
ト
ル

I

濟
主 

傲
の
意
味
を
說
坶
し
て
.居
る
。
.此
•主
職
は
、
秦
家
士
し
て
或
は
商
人
と
.し
て
の
®

I.

一
 
個
人
^
意
味
す
る
も
の
.で
は
な
い
o
ゴ
ツ 

ト
ル
に
依
れ
ば
斯
る
概
念
は
在
來
の
理
論
が
想
像
せ
る
虛
權
に
墮
せ
る
も
の
で
あ
る
。
元
來
人
油
は
襲
社
會
に
A
、て
一
っ
-
^
ぶ
 

濟
組
織
體
に
屬
し
て
居
る
？
而
し
て
あ
ら
ゆ
る
經
濟
行
爲
、
I

ゆ
る
交
換
は
此
經
濟
舭
織
輝
の
代
^
者
と
し
て
の
行
爲
こ
晶
ぎ
ぬ
” 

I

に
各
仙
人
の
行
爲
は
.經
濟
鈕
■

に
於
て
そ
れ
が
如
何
I

地
位
に
管
か
美
慮
し
な
け
れ
ば
其
行
爲
の
本
質
を
理
瑟

ぬ
の
で
あ
る
。
從
つ
て
■

と
經
濟
キ
體
と
の
關
係
も
同
機
に
組
織
體
0
-代
表
的
主
體
と
し
て
の
各
人
I

す
る
關
係
と
じ
^
の
み
^

を
觀
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

箱
濟
主
货
關
す
る
こ
ぅ
い
ふ
霞
の
仕
方
は
金
體
主
義
的
な
方
法
論
か
ら
.見
て
.當
然
か
見

知

れ

ぬ

が

併

し

、

具
體
的
に
何
H

 

に
於
て
、
從
來
の
理
論
が
假
f

る
個
々
の
經
濟
主
體
と
.相
違
ず
る
の
'か
、i

行
爲
£

て
觀
て
、
そ
の
何
れ
の
方
面
I

I
勺
差 

f

i

す
る
の
力
、
明
瞭
で
な
い
。
ゴ
ッ
ト
ル
は
從
來
の
理
論
K
於
け
る
經
濟
主
f

ばr

營
利q

繰
人
形」

と
嘲
笑
的
口
調
鼻
 

„  
H

I

此
剧
に
關
し
て
は
後
に
論
ず
る
こと

-,

し
て
、
問
題
は
或
財
貨
がr

經
濟
主
體
に
對
し
て
有
す
る
裏」

で
あ
る
。 

い
ト
ク
は
之
を
說
叩
す
る
货
に
先
づ「

效
用」

「

價
値」

の
概
奢
：非
難
す
る
と
と
か
ら
始
め
る
。
.蓋
し
ゴ
ッ
ト
ル
は
、
經
濟
盡
こ 

M

し
て
？

る

塞

」

と
し
て
見
た
る
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
.が
在
來
效
用
と
呼
ば
I

つ
た
事
實
を
指

す

も
の
と
考
へ
た
か
ら
こ 

外
な
ら
ぬ
。
ゴ
ッ
ト
ル
は
0
く
、「

上
述
の
.事
柄
は(

從
來
の
窗
論
特
に
&
界
效
用
說
I

#

る
，|

を

指

_

—

賺

訪

‘

で

此
際
背
景
と
し
て
役
に
立
っ
も
の
で
あ
る
。
挪
ち
客
體
'に
對
す
る
、王
體
の
關
係
に
關
し
、
吾
人
は
現
實
に
對
し
て
不
必
要
に
縣
力
を
加 

へ
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ
明
瞭
な
意
圖
の
卞
に
述
.ぶ
る
所
の
も
の
が
、
上
述
の
諸
價
値
論
ょ
り
如
何
に
掛
離
れ
て
席
る
か
に
依
っ
て
、 

益
i

明
^

に
表
示
せ
ら
れ
るQ

で
'あ
る
O
C璧0

〕

と
。.

吾
人
も
亦
ゴ
.ッ
ト
ル
の
此
海
广
が
正
當
で
あ
る
こ
と
を
推
宛
す
る
こ
と
が
出
來 

る
。 

.
：

. 

，

'
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.

ゴ
ッ
ト
..ル
が
其
非
»
の
第
ー
聲
を
自
己
の
方
法
論
か
ら
始
め
て
居
る
こ
と
は
、
經
濟
盡
に
對
す
る
場
合
と
同
様
.で
あ
る
。「

總
て
本 

節
に
關
係
あ
る
こ
と
は
、
經
濟
に
關
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
即
ち
交
換
も
將
た
叉
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
を
も
、
坐
活
と
し
て
の
經
濟 

の
偉
大
^
る
關
係
夂
於
て
！
る
こ
と
で
あ
る
。
此
努
力
は
在
來
の
理
論
に
於
て
全
く
認
め
ら
れ
て
居
ら
'ぬ
。
‘
.

…
-< 

々
は
常
に
根
本
的 

に

單

純

化

し

，
て

|f
f
iら
れ
た
•る
籮
か
ら
出
發
し
、
、谨
か
ら
或
闫
的
を
引
出
し
、
客
體
.
.の
特
性
が
此
目
的
に
.應
ず
る
に
從
つ
て
、
人
は 

そ
れ
ょ
り
直
接
に
主
體
に
對
す
る
或
關
係
が
生
.ず
る
も
の
と
考
へ
る
。
.此
特
性
と
は
當
該
客
體
の『

荷
用
性j

と
し
て
一
般
に
通
用
す 

る
所
の
も
の
で
あ
り
、
此
或
關
係
は
內
容
か
ら
觀
て：

客
fi
t
の
.『

数
用』

と
呼
ば
れ
、
或
は
客
體
の
，關
聯
背
體
と
し
て
其『

效
用
性』

，

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る」(

钱
七
ー〕

と
。 

—
：

註

七 
一
 

G
o
t
t
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O
.
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 1
1
2
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:

:

「

效
、用」

に
；「

稀
少
性」

が
附
加
へ
ら
れ
る
と「

價
値」

：
の
觀
念
が
發
生
す
る
、
效
用
允
り
價
値
な
办
は
或
箭
的
な
大
さ
と
看
做
さ
れ 

「

購
買
力」

の
源
と
爲
り
、
交
換
め
1:
的
.取
引
.を
說
明
す
る
究
極
的
原
因
と
し
て
想
宛
さ
れ
る
に
至
る
。
人
々
は
箭
的
の
大
さ
の
あ
る
效 

用
に
從
つ
て
各
種
財
貨
：に
：對
立
し
、
；其
價
値
に
對
し
反
動
的
に
行
動
す
る
所
の「

罾
㈣
の
^
入
形」

に
爲
る
。
人
問
は
單
純
に
財
貨
に

價

値

：V
M

濟

的

デ

イ

メ

ン

ジ

オ

ン
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柄
値
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經
濟
的
.デ
.ィメ
ン
ジ
オ
ン

i

c
 

六
ニ 

1

8

1
,
_立，し
、
'繰
人
形
の
：行
ふ
.反
射
的
な
交
換
現
象
が
.起
つ

て
來

る
^
^

b
.
- 

w
.
- 

M
M
S
.
' 

•
-
.

:

斯
様
な
考
ヘ
方
.は
、*.
.-總
て
生
活
と
'し
て
の
經
濟
を
■
解
し
て
居
ら
ぬ
こ
と
か
ら
起
る
0'

' .

即
ち
ゴ
.ッ
ト
今
.に
耗

：ば
，

「

經
濟
す
る
も
の
N

其
容
體
_に
對
す
る
關
係
は
-
共
人
が
組
謹
の
代
表
的
主
體
と

し

て

立

つ

際

の

共
 

行
爲
..の
形
式
及
I

法
.6

つ
て
.律
せ
ら
れ
る
の
で
.ぁ
つ
て
、
其
反
對
に
客
體
か
ら
其
人
に
向
つ
て
作
用
し
褂
け
る
邦
關
係
苫
つ
y 

1

.

1

に
.
f

る
f

る
V

I

Sが
强
ひ
ら
れ
る
の
で
は
‘な
：い」

I

一

d

の
で
1

0「

經
濟
す
る
者
は
決
し
て
個

別

1
な

客

體
へ
I

l

f

 

o 

: 

: 

•そ
れ
は
全
體
に
.對
す
る
關
係
か
I

I

。
個
々
f

.の
は
そ
れ
A
r全
體
に
對
し
て
持
定
の
1

 

ie
在
り
、：
骑
殊
.の
役
割
を
占
め
.て
居
る」c
註
言
。 

i

f

r

託
七
三
0

§
Jr
p
- 

o
. 

s.
1
1
6,-

■
 

.

.

. 

、
， 

，

ぃ
独
七
四o

ottl;
a. a. 

p S
.
1

1
6

.
:

. 

‘

紺
織
體
Q

f
表
，的
主
體
と
し
て
.行
動
す
る
こ
と
を
ゴ
ッ
ト
ル
は
處
分(

v
l

g
g

g
)

と
名
付
け
る
。
處
分
を 
一
了
ふ
と
ハ
.ふ
こ
と
卞 

I

を
可
.能
な
ら
.し
め
.i

榮9

盤
に
備
へ
る」c

註
I

こ
と
を
意
味
す
る

。

蓋
し
そ
れ
は「

一
人
格
と
し
て
の
經
濟
に
對
す
る
意
扭」 

I

の
現
れ
で
f

、
而
し
て
其
意
f

常
に「

砉

と
し
て
S

I
ち
.

「

I

矣

f
 

し

め

ん

と

す
る 

料
'和
に
於
て
：な
さ
れ
^
人
辟
め
共
.词
坐
沾
.の
構
成
め
上
に
向
け
ら
れ
.て
居
る」

(

託

七
七)

.か
ら

.0
ぁ
る
0
 

,-
'註
七
五
■七
六
.
七

七

o
o
t
r
a
.
'
a
. 

o. s,121.

.

-

.

:

_

分

と
い
ふ
こ
と
：は
全
體

と
し
て
の
欲

管

對

象
と
す
る
も
の
で
あ
る
爲
め
-:限
鼗
用
說
に
見

る

が
如

き

f

の

觀

念

'と
な
る
。：

效
用
決
定
は
金
體
に
關
聯
せ
し
め
ら
れ
る
。「

全
體
に
關
す
る
計
畫
，が
個
々
._々
の
各
行
爲
.を
支
配
す
る」
處
分
し
得
る
も
0
を 

欲
望
に
對
し
.て
銃1

的
に
配
布
す
る
こ
と
が
あ
ち
ゆ
る
經
濟
の
中
心
.で

あ

.る

の

で

あ

る

。

註
七
八Gottij a. 

a
.
o
. 

s
' 

1
2
2
.

之

が

在

來

の

，
_
論

に

於

计

名

震

度

；の.

欲
麗
足』

.を
泪
的
と
十
る̂

V

に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る 

.

こ
と
は
ゴ
ッ

}

ル
自
ら
認
め

.

る
所
で
あ
る
。

.或
る
客
體
が
處
分
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
取
も
直
さ
ず
之
に
11
*
し
て
主
體
が
處
分
權
カ(

v
e
r
f
u
g
i
i
n
g
s
g
e
w
a
r
o

を
持
つ
て 

届
：る
で
•と
を
意
味
す
.る
。
'併
し
ハ
ホ
¥

は
，ー.定
の
，個
々g
#

體
に
對
レ
て
個
別
的
に
處
分
m
力
を
持
つ
て
居
る
の
で
あ
る
が
-.■そ

れ
は 

謂
は
V
具
體
的
な
も
の
で
あ
る
.、
處
分
權
カ
.の
範
|
|は

客

體

に

，ょ
'つ
て
相
異
る
.し
ノ
其
內
容
は
經
濟
主
體
の
立
場
か
ら
觀
れ
ば
雜
多
な
. 

內
容
を
表
示
す
る
こ
と
に
爲
る
.0
然

も

：主

體

が

客

體

に

對

-L
て

決

意

に

依

つ

で

與

ふ

：る

.一
定
の
效
用
は
、'.
全
體
と
の
關
係
に
於
て1

組 

織
體
を
代
表
す
ゐ
も
の
.と

し

て

生

ず

る

の

：
で
：あ

.ゐ

か

今

#1
:々

§,客
體
'<
0
處
分
權
カ
は
、
.顧
<
別

此
意
味
に
於
て
莅
來
の
所
謂
る「

價
値
評
價
.

」
>

•は
假
•象
で
あ
り
、
經
濟
主
體
に
取
つ
て
寧
ろ
行
爲
の
反
映
で
こ
そ
あ
れ
、
其
行
爲
を
決 

定
.す
る
鉴
準
と
は
爲
り
得
ぬ
.

の
で
あ
る
。(

驻
七
さ

 ̂

o
o
a
-
p
* 

p
- 

o
. 

p
 

M

.

.
さ
て
處
分
權
力
の
範
圍
は
主
體
の
處
分
の
領
域
：か
：ら
生
じ
て
來
る
か
、：
此
範
園
は
、.
經
濟
中：

體
が
其
時
々
.に
於
て
處
分
し
得
る
客
體
.
 

の
綜
合
，
即
ち
ゴ
ッ
K-
ル
の
所
謂
る
所
有(

H
a
b
e
)

の
綜
合
概
念
'で
：I

O
 

,

ゴ
.ッ
ト
ル
は
處
分
し
得
る
も
の
、
此
全
體
を
ば「

形
成
體 

の
範
園Jcoestaltungsbe

-S.cho:

と
名
付
け
る
。
或
由
體
の
所
有
0
下
に
あ
る
客
體
，は
全
體
と
^
.て「

形
成
體」

.の
中
.に
統
一
さ
れ
て
：
 

居
る
_
で
あ
る
。
；從
つ
‘で
.經
濟
由
體
は」

あ
ら
^
る
客
體
を
ば
形
成
體
の
關
係
‘に
於
.て
觀
察
す
る
、
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
と
：に
爲
る
。 

然
も
形
成
體
は
人
間
の
理
性
的
考
慮
の
み
に
依
つ
て
許
り
生
じ
た
も
の
で
な
く
ー
生
活
と
し
て
の
經
濟」

ょ
り
す
る
考
慮
か
ら
坐
れ
た 

價
.値
迖
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン 

S

0 

(

七
ニ
I
V



偵
値

W

經
濟
的
一K

:

イ
メ
ン
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オ
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六
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ニ
.

〕
も
'
^

で
：あ
.

各
。
'

.-;
:

.

.

::
■

,
 

：，
.-

■
.

.

」
：

所
せ
、
欲
望
^
對
し
1:
絲

1

(

的
^
處
分
U
得
：る
も
の
を
：配
布
ず
：：る
爲

it
:
は
、
何
と
：し
：で
も
處
分
權
カ
を
直
接
に
せ
ょ
間
接
に
せ
ょ
數 

的
比
較
訐
量
し
得
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
f

に
堪
：に

個
々
の
財
貨
の
；處
分
權
力

'を
數
へ
J1
げ
る
ご
と
は
ゴ
ッ
ゼ
ル
の
党
場
か
ち
は
、
無 

意
味
で
あ
：る
..し
、
•
又
形
成
體
，の

關

係

に

於

で

て

：居
る
限
ゃ
は
數
貴
的
觀
念
を
之
よ
り
引
出
す
こ
と

.は
不
可
能
：で
あ
る
。
ゴ 

ッ
灸
ル
は
茲
：に
ヴ
好
都
合
な
別
箇
の
方
法
を
見
出
す

0「

諸
客
體
よ
り
成
.る
形
成
物'を
、
單
純
：で.あ
る
が
；併
し
意
義&^
^ ̂

(sinnvoue 

M
e
m
)
.

に
.均
一
化
す
る
こ
と」

o
f 
8即
ち
之
で
あ
る
。「

有
意
義
な
る」

と
は
勿
論「

經
濟
龃
織
體
に
對
す
る
關
係
に
於
て
、」

C
K
C 

言
：は
れ
る
言
葉
な.：の
で
：あ
る
。,:

:
 

'
：
-
.
'
K

■■

J
S
A
O
A
 

 ̂

, 

o
o
a 

- 

p
. 

F 

o
» 

M.
 
s
r

'

..
:
.■
:
?
.
.
*
..
:
,:
:.
■

-

:
.，て
.：

斯
く
.

「

落
體
の
處
分
'し
得
る
も
の
が
：此
數
量
的
方
法X

於
て
荷
意
義
な
，る
も
の
と
考
へ
得
る
な
ら
ば
、
處
分
可
能
牲
の
關
係
は
主
體 

の
：1

屬
性
-

V

し
て 

'與
置
的
處
分
可
能
と
し
，て
言
..ひ
表
は
す
こ
と

.が
出
來
る」

@
八
ー0

ゴ
ッ
ト
ル
は
量
的
衣
瑰
を
與
ベ
ら
'
た
る
^
分 

樹
カ
に
新
名
稱
を
與
へ
、
中
；體
'の
：處

分

カ
Q
e
r
f
d:
f
 g

s
m
a
c
h
t
)

の
有
意
義
な
名
分
量
性
と
呼
ん
.で
罟
る
:-
0
.處
分
力
は「

個
々
の
客 

體
に
對
す
：る
處
分
檄
カ
.に
基
き
、.又
金
體
と
し
て0
客
體
の
處
分
範
圍
に
恭.い
て
/
註
<
§
量
的
な
處
分
可
能
と
し
.て
發
生
す
る
も
の 

で
#
る
の
；セ
あ
る
。

'

.

,'

註
八
ニ 

八
1ー.

1
:0
0

5 

2.'
>
,

0
.

3'

1
3^

:

是
丈
け
の
說
明
の
後
に
漸
く
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ：

オ
ン
に
考
へ
：が
及
ぶ
\°
即
ち
ゴ
ッ
.ト
ル
'に
依
れ
ば
經
濟
、王
體
は
：、
處
分
り
に
％

つ 

て
费
用
と
し
て
の
財
貨§

見
積
を
行
ひ
技
術
的
理
性
の
原
則
、

(

所
謂
る
經
濟
的
原
則)

に
從
ふ
こ
と
が
出

來

、

各
經
濟
紺
織
體
皇 

的
に
.比
較
し
、
：處

分

麗

を

明

瞭

に「

財
產J

:
'
(
v
e
r
m
f
)

.

.と

し

て

#

へ

る
を
得
せ
し
め
、
更
に
又
經
濟
に
對
す

る

意
思
を
一

宛

の

，ド

「

闇
系
に
就
か
し
む
.る
こ
と
が
出
來
る
。
換
*.
ず
れ
ば
、
處
分
し
得
る
も
の
を
ば
欲
望
に
向
つ
て
配
布
す
る
を
得
せ
し
め
る
に
至
る
の
.で 

あ
る
0.
8
八
5'
-
.
.が
此
任
務
を
艰
す
に
は「

轉
5
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
に
依
っ
て
即
ち
貨
幣
の
太
さ
忙
於
て
考
ヘ
る」C
註
营
よ
り
外
に 

方
法
は
在
り
得
ぬ
.の
で
あ
る
？
斯
く
し
で
.

「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
\
の
意
義
は
今
や
明
へ
に
爲
る
。
即
ち
そ
れ
は
、
各
客
體
の
特
質
あ 

:

る
數
と
し
て
、
客
體
に
對
す
る
處
分
權
力
に
依
っ
て
主
.體
.に
與
へ
ら
れ
る
所
の
そ
め
處
分
カ
の
.程
度
を
貨
幣
の
大
さ
で
表
瑰
す
る
も
の 

■

で
あ
る」C

註
'<
c

「

若
し
人
が
或
分
量
.

Q

客
體
の
別
々
な
る
呼
名
の
數
を
ば
經
濟
的
デ
.ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
の
均
一
な
呼
名
の
數
に
人
換
へ
る 

と
す
れ
ば
、
.そ
れ
丈
恰
度
表
書
を
記
し
た
箱
を
一K

々
す
，る
•の
等
し
い
。
即
ち
箱
は
容
體
の
種
類
.を
意
味
し
、
表
書
は
典
經
濟
的
に
特 

か
あ
.る
數
を
意
味
す
る
し
8
<
^

「

處
分
し
得
る
或
分
量
0
.客
體
を
處
分
權
に
轉
換
せ
.し
む
る
こ
.と
は
、
唯
~
經
濟
的
.デ
’ィ
メ
ン
'ジ
ォ
ン 

の
援
助
を
以
て
箅
へ
換
へ
る
こ
と
'に
依
つ
て
の
み
生
じ
得
る
0」
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.

.

.

v
v

i

は
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
、ジ
ォ
.ン
：に
關
し
之
よ
り
更
に
詳
細
な
說
阴
を
引
續
き
行
っ
.て
：居
る
が
、
其
本
質
は
よ
り
以
上
明
瞭 

:

.

.

;.
に
さ
れ
て
居
ら
ぬ
0
.故
；に
彼
の
說
の
紹
介
を
大
體
此
處
で
打
，切
.る
-1
1
,と
\.す
る

.0

. 

.

.

.
…

.

3 L
.'

價
値
か
經
濟
的
デ
ィ
メ 

x

b

.ォ
ン

.

か
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/
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.—

是
等

.

の
.

定
義
や
說
明
か
盒
ヲ
々
は
如
何
，な
冬
結
論
を
引
出
し
得
る

'

が
あ
ら
ぅ

'

令

^

の
観
る
所
に
據
れ
ば
、.

經
濟
的
.デ
ィ
メ
ン
そ 

.

シ
は
瑕
な
る
數
た
プ
成

.

上
を
出
で
ー
ぬ

0

,即
そ̂

分
カ
を
篆
現
す

.

る
窜
の
ー

.

手
段
ハ
經
濟
生
體
を
ん
て
各
客
體
.の
效
用
決
定
を
爲
す
を
得

|園
苽
迖
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
.ン 
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價
値
d
經
濟
收
ヲ
メ X

ジ
オ
ン
'
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'六六
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.

ニ
四)

せ
し
む
る
或
共
通
の
.呼
稱
單
位
以
外
'の
も
の
で
は
お
り
得
ぬ
Q
其
ぬ
霞
定
せ
ら
れ
た
る
處
分
ガ
の
程
度
を
共
通
の
呼
稱
の
上
に
表
現
す 

る
所
のT
つ
の
-「

假
面」

ゼ
あ
0
て
何
等
か
の
啟
極
的
內
容
を
備
べ
た
夺
も
0
苋
は
あ
：0
樣
ぬ
0
此
點
に
於
て
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ 

ン
は
在
來
の
價
他
論
に
於
て
見
ら
る
、
が
如
き「

效
用」

，やr

價
値
..

」

の
概
念
即
ち
、
寄
人
が
財
貨
の
或
性
質
に
釾
し
て
認
め
る
其
迸 

要
性
と
い
ふ
が
勿
き
賢
質
的
內
容
を
具
備
す
る
も
の
で
は
無
い
.0
併
し
、
，他
方
'

「

處
分
權
力」

X.
は「

處
分
力」

の
概
念
は
此
一
一
か「

ぽ 

似」

の
概
念
と
類
似
ぜ
.る
も
の
が
l

i

し
そ
れ
は
/「

客
體
が
主
體
■

し
て
：有
ず
る
意
義」

に
外
な
ら
ぬ
も
の
だ
か
ら
で
I

O 

經
濟
、ョ
體
が
全
體
.と
し
■て
の
欲
望
を
統
一■

的
に
充
足
.せ
し
め
ん
と
努
力
す
る
爲
に
各
容
體
の
處
分
力
に
應
じ
て
處
分
を
行
ふ
の
で
あ
る 

が
、
其
際
處
分
力
は
經
濟
的
デ
.ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
に
依
つ
て
表
現
さ
れ
る
。
之
は
丁
度
限
界
效
用
學
說
が
財
貨
の
處
分
を
各
財
貨
の
限
报 

效
奵
に
敗
じ
て
行
ふ
こ
と
を
假
觉
せ
る
の
に
類
似
し
て
居
る
0
が
そ
れ
は
類
似
に
止
る
の
で
あ
つ
て
決
し
て
觀
方
を
違
へ
た
相
等
し
き 

概
念
で
は
な
い
。
.效
用
學
說
に
於
で
ぅ
懷値

」..
は
飽
く
ま
で
主
觀
的
觀
念
で
あ
る
。
或
財
貨
が
經
濟
、干
：體
に
對
し
て
有
す
る
藝
性
と 

は
^
該
主
體
が
其
財
貨
に
對
し
て
、齡
的
に
認
办
る
所
の
性
質
で
.あ
；り
、
財
貨
に
间
有
な
#.
質
で
.は
な
い
0
:之
に
對
し「

處
分
力』

は 

尸
ッ
ト
ル
の
.霸
に
據
れ
ば
要
ず
る
に
、
或
權
カ
又
は
能
力
な
.り
、
財
貨
が
客
觀
的
に
具
，備
し
て
居
る
固
有
の
性
質
で
あ
るC

之
を
經 

濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
に
侬
つ
て
表
す
こ
と
.は
物
の
長
さ
を
尺
で
、
物
の
重
|

量
目
で
表
.す
の
と
同
«
な
：の
で
あ
る
の
.で
.あ
る
0

處 

分
力
は
、
塞
が
中
：體
に
對
し
て
有
す
る
有
意
莪
の
程
度
で
あ
る
が
、
分
量
的
に
處
分
し
得
る
客
觀
的
な
も
の
な
の
で
あ
るo

そ
ん
は 

離
^
亦
來
の
理
論
に
於
け
る
發
貝
カ
に
比
せ
ら
.る
、
概
念
な
の
で
あ
る
。
人
或
は
說
を
下
し
て
、「

主
體
に
對
し
て

育
意

義

な

る」

岑

澧
 

の
或
性
質
が
蠢
的
な
る
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
' ジ
ォ
ン
を
通
じ
て
表
現
せ
ら
れ
る
ば
|

、「

處
分
カ」

は
量
'的
|

觀
的
觀
念
た
.り
将
る
と 

緣
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。；換
言
す
れ
ば
、

 ̂

y 

^

 

 ̂
1

手 

段
と
し
てQ

貨
把
概
念
と
を
結
合
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
ぬ
こ
.と
も
な
い
。
此
推
定
は
同
時
暴
濟
的
デ
ィ
メ
ン
€

ン
典
物

に
關
す
る
ゴ
ッ
ト
ル
の
定
義
の
矛
盾
を
解
釋
す
る
鏈
と
も
な
る

0

 

.

即
ち
其
本
質

.

£

於
.

て
單
な
る

r

數」

、
單
な
る

r

假
而」

た
る
經
濟
的 

デ
ィ
メ
ン
ジ
ホ
ン
が
、「

交
換
實
行
に
對
す
る
規
宠
的
規
範」

た
り
、「

將
來
の

*

格
に
對
す
る
基
礎」

た
り
、「

あ
ら
ゆ
る
觅
猜
り
の
規
準」

た
り
得
る
職
分
を
艰
す
.と
い
ふ
、
私
質
に
矛
质
し
た
性
質
を
具
へ
て
居
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ゴ
ッ
ト
ル
が
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ンQ

 

: 

性
質
を
云
々
す
る
場
合
に
喈
々
之
の
背
後
に
#
す
る「

處
分
力」

を
心
中
に
意
識
し
て
屈
っ
て
論
述
し
た
の
で
あ
ら
う
と
推
察
す
る
こ 

と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
ゴ
ッ
ト
ル
が
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
矛
に
對
し
て
與
へ
て
居
る
所
の
.變
化
自
在
の
相
矛
盾
し
合
ふ
性
能
は
實
に
.此 

二
種
の
混
合
又
は
結
合
.か
ら
確
に
生
，れ
.る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

「

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
は
货
慨
の
大
さ
に
於
け
る
計
弊
と
に
1
致
す
る」

と
い
ふ
の
な
れ
ば
、
何
を
わ
ざ
く
苦
心
し
て「

經
濟
的

.
• 

:

.....

デ
ィ
メ
ン
ジ
ホ
ン
な
る
新
語
を
製
造
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
P 

.

ル
ド
ル
フ
:*
シ
Aト
レ
ラ
ー
は
此
間
の
事
情
を
察
し
、
ゴ
ッ
ト
ル
(0
.意
を
浞
め
厶
が
如
く
左
の
衡
に
；述
べ
て
居
る
0「『

經
濟
的
デ
ィ
メ
ン 

ジ
和
ン
な
る
名
稱
5:
.
-新
に
輸
入
し
た
こ
と
比
，
ぞ
れ
が
ー
方
に
於
て
'

『

貨
幣
の
大
さ
に
於
け
る
計
算』

他
方
に
於
て『

惯
11
:』

の
二
種 

の
概
念
を
代
表
す
る
も
の
.で
あ
'る
か
ら
し
て
、
正
當
に
枭
認
せ
ら
る
X
も
の
で
.

ある
と
、
ゴ
ッ
ト
ル
は
抗
議
す
る

.で
あ
ら
う
,-
と
。 

e
A-
6
即
ち
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
が
軍
に
從
來
の
惯
値
概
念
か
又
は
幕
的
計
弊
手
段
の
#
念
の
何
れ
か
：'一
方
の
み
を
意
味
す
る
な 

ら
ば
、
共
#
在
现
FI
1
は
無
い
が
、
兩
苕
も
合
併
せ
る
概
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
.、
從
來
存
在
し
な
か
っ
た
新
概
念
で
あ
る
か
ら
布
在
理
山 

办
あ
る
で
あ
ら
，う

と
い
ふ
意
で
あ
るo 

'
ン
：

評
八
九 

R. Strelier; Anter der Herrschaft des wortes. s. 53-
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1.

ト

ザ

此
ー
一
っ
の
概
念
を
結
合
す
る
と
と
が
不
當
な
次
第
は
放
.

て
シ
.

ユ
ト
レ
ラ
ー
の
歌
明
に
俟
.

っ
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。「

確
に
吾

 々

I

 

は

罟

々

の
.

『

價
値
：評
：宛』

を
其
儘
言
葉
に
現
す
こ
と
無
く
、
.

單
に
貨
幣
の
.

大
さ
で
活
す
と
と
が
歷
*
.

あ
る
。
：
現
代
の
入
々
.は
肢
接
に
問
 

I

 

價
値

V

絕
.

濟
的
デ
イ
メ
ン
0
オ
シ
.
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■ 
->\4

題
^
し
な
い
で
.、
或
何
等
か
の
外
部
的
表
象
に
從
つ
て
，發
表
す
る
.傾
向
が
あ
る
も
0;
ザ
办
令
：
：
.之
を
例
ふ
れ
：ば
、
.吾
々
の
：.居
室
を
，
 

暖
め
る
^
當
レ
、
又
普
々
の
.衣
服
を
選
槔
す
る
に
際
し
、
'吾
々
の
主
觀
的
温
度
感
に
依
ら
ず
単
に
寒
暖
計
に
從
つ
て
之
を
行
；̂
こ
と
が 

M

*
あ
る
。.
‘於
併
し
身
ぐ
寒
暖
計
に
從
つ
て
居
る
の
.は
、
.

唯
：：

『

客
観
的』

、な
溫
度
測
定
の
結
艰
が
吾
々
の
主
觀
的
な
温
度
測
宛
と
餘 

1
«
‘
け

離

れ

て

居
-̂
ぬ
間
丈
け
に
眼
ヴ
保
持
さ
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
特
別
に
寒
い
或
る
夏
の
日
に
は
吾
々
，は
寒
さ
を
訴
へ
る
で
あ
ら
ぅo 

丽
し
で
冬
な
.ら
ば『
暖
い
.

』

と
考
へ
た
ら
ぅ
と
葸
は
れ
る
务
の
或
る
日
ょ
り
も
塞
暖
計
は
遥
に
高
い
所
に
在
あ
る
と
し
て
‘
、
菩
々
は 

士
办
刺
斷
か
^'
離
れ
る
様
な
こ
と
は
な
い
。」

8
九
0
:
|換言
す
れ
ば
吾
々
は
飽
く
ま
で
主
観
的
感
覺
に
.從
つ
て
行
SI
J
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
 

便
{且
上
或
外
部
的
表
象
を
通
じ
て
其
感
覺
の
强
き
を
訴
へ
る
の
.で
あ
る
。
そ
れ
故
に
表
面
的
に
杯
莅
す
る
或
る
客
觀
的
假
象
と
其 

背
资
に
隞
れ
て
居
る
主
觀
的
本
質
と
を
結
合
じ
て
ー
概
念
の
下
に
包
栝
さ
せ
る
こ
と
は
不
合
理
そ
の
も
の
と
い
ふ
ょ
り
外
は
な
い
。
共 

本
質
が
何
0*
程
度
.の
假
面
を
被
る
か
は
決
し
て
客
11
的
に
.
1
{
此
せ
る
も
.の
と
見
る
こ
と
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
然
れ
ば
經
濟
的
デ
ィ
.メ
ン 

ジ
ォ
ン
&.
る
概
念
は
、
此
兩
種
の
概
念
を
併
合
せ
る
も
の
と
し
て
論
理
的
に
も
現
實
的
に
も
#
在
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
ゴ
ッ
ト 

ル
.の
空
想
の
產
物
と
推
走
す
る
ょ
り
外
な
く
' 

.
又
蒞
し
兩
者
何
れ
.か
一
つ
.の
概
念
に
過
ぎ
ぬ
と
す
れ
ば
、
其
#
在
现
F1
-
Jが
な
い
鹄
で
&. 

石
。
或
は
又
此
兩
客
の
何
れ
で
も
な
く
、
之
を
併
合
せ
る
も
の
で
も
な
い
別
の
第
三
渚
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

一
體
如
何
な
る
都
實
を
指 

す
の
で
あ
り
得
や
ぅ
か
。
上
述
の
ゴ
ッ
ト
ル
の
所
言
ょ
り
し
て
吾
人
は
其
了
解
に
苦
し
む
の
み
で
あ
る
。
吾
人
は
經
濟
的
デ
ィ
メ

ン
ジ
ホ 

ン
.な
る
も
の
は
杯
孜
し
得
な
い
と
い
ふ
ア
モ
ン
の
說
を
認
め
ぬ
譯
に
は
行
か
ぬ
。

.

' 

註
九
〇
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.
即
ち
ア
モ
ン
は
日
く「

ゴ
ッ
ト
ル
が
理
解
し
、
一
定
せ
ん
と
欲
.す
る
所
の
本
質
を
概
念
的
に
理
解
し
且
つ
一
定
せ
ん
と
し
て
央
敗
す 

る
は
ゴ
ッ
ト
ル
自
身
の
未
熟
の
爲
に
#

す

る

の

で

は

無
く
、
■全
體
此
本
質
其
自
體
に
在
る
<7
>
:で
あ
るo 
:

:
不
幸
な
る
誤
は
斯
る
本
質

が
#
莅
し
て
焐
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
相
る
。
存
在
す
る
も
の
は
交
換
行
爲
と
、
之
に
依
つ
て
與
へ
ら
れ
、
而
し
て
交
換
し
得
る
財
貨
の 

間
に
存
す
る
所
の
交
換
關
係
と
で
.あ
る
。
併
し
そ
れ
だ
か
ら
と
言
つ
て
、『

常
に
妥
當
す
る
大
さ
0
意
味
に
於
い
て
徉
す
る
祟
物
に
附
著 

す
る
所
.の
經
濟
的
に
特
質
あ
る
數』

(
v
g
L

 Gott; a, a
.

〇
.s. 

2CO
5)

な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
o『

財
貨j

相
亙
が
並
に『
財
貨』

.

と

『

貨
幣』

と
の
問
に
交
換
關
係
が
あ
る
。
更
に
又一

定
の
前
提
の
下
に
於
て
は
、
財
貨
相
亙
間
に
も
財
貨
と
貨
幣
と
の
間
に
も
、
或

'
 

安
史
性
が
あ
る
。
之
こ
そ
吾
人
が
經
濟
學
の
下
に
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
實
な
の
で
あ
る
Q
ll
t
事
實
は
、
茲
に
觀
ら
る
、
如
く
、
僅
少 

の
简
艰
な
言
葉
を
以
て
表
現
せ
ら
れ
る
坐
活
上
に
於
て
、
將
た
又
科
學
の
上
.に
於
て
、
：人
は
通
例
§

實
を『

價
値』

及
び『

價
格』 

な
る
言
葉
で
以
て
表
現
す
る
しC

註
九
：

O

と
。

'
' 

' 

•

.

註
九
一 
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.. 

:

; 

.

•..1̂

々
は
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
に
關
す
る
最
後
の
疑
義
を
述
べ
や
ぅ
。
そ
れ
は
ゴ
ッ
ト
■ル
の
學
說
の
根
本
的
土
裏
た
る
.

「

生
活
と
し 

て
の
經
濟■ 」

と

rn
經
濟
的
デ
ィ
メ
ス
ジ
ナ
ンJ

と
の
關
係
で
あ
る
。
生
活
と
し
て
の
經
濟
.と
は
、：：旣
に
屢
丨
述
べ
：た
如
く
欲
望
と
充
足
と 

の
繼
績
的
調
和
を
服
_
と
せ
る
人
!!
1
1の
共
同
生
活
の
形
成
體
で
.あ
る
。
而
し
て
人
間
は
斯
く
の
如
き
共
同
生
活
を
營
む
に
當
0
欲
望
と 

充
：̂
と
の
繼
續
的
調
和
を
如
何
に
し
て
行
ふ
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、

ゴ

ッ

ト

ル

.に
依
れ
ば
經
濟
的
デ
ィ
‘メ，
ン
.ジ
.ォ
，ン
が
實
に
之
を
娘
さ 

し
む
る
職
分
を
檐
ふ
の
で
あ
る
。
即
ち

-.
經
濟
を
意
味
す
る
所
：の
均
衡
は
、
經
濟
組
織
體
の
内
部
.に
.取
0
て
も
又
外
部
に
取
つ
て
も
、
 

等
し
く
、
交
換
的
關
聯
の
遒
を
通
.じ
て
欲
望
と
滿
足
と
の
問
.に
.一
般
的
"に
行
は
れ
ふ
。
併
し
>,此
火
規
模
な
經
濟
生
活
め
全
範
間
に
瓦 

び
何
處
に
も
均
ー
:'
に
、
此
均
衡
を
保
證
す
石
も
の
ば
經
濟
的
デ
ィ
メ
シ
ジ
ォ
シ
.に
外
な
^
ぬ
。
し
と
0
0
^
5經濟
的
デ
ィ
メ
：ン
.ジ
ォ
ン
は
常 

に
费
常
す
.る
^

を̂
意
味
す
る
も
(0
-
と
し
て
、
交
換
に
規
範
を
與
.：へ
<>
交
換
に
關
與
せ
.る
1
切
の
經
濟
組
織
體
に
對
し
て
、.
欲
望
と
充 

足
と
の
調
和
を
確
保
し
、「

か
く
し
て
あ
ま
ね
ぐ
生
活
の
維
持
と
永
久
的
存
續
と
が
保
證
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
/
1
6
0

便
値W

貍
濟
的
デ
イ
メ
V
ジ
オ
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經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ホ
ン
は
艰
し
て
此
役H

Z

を
仕
遂
げ
得
る
も
の
で
あ
ら
.ぅ
か
。
，其

「

数」

，
は
一，體
如
何
に
し
て
決
宛
さ
れ
允
の
で
あ 

る
か
。「

經
濟
的
に
#
m*
あ
る
數」

の
高
さ
を
宛
め
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。
常
に
妥
當
す
る
と
い
ふ
其
究
竞
の
根
摅
は
：何
で
あ
る
か
。

:

合
々
は
最
後
に
至
る
ま
で
の
長
い
說
明
の
間
に
此
疑
問
を
明
に
說
け
る
章
句
を
見
出
す
を
得
な
か
っ
た
。.其
數
の
決
定
は
唯
1
欲
望
と 

充
足
と
の
問
の
關
係
如
何
に
依
る
と
推
定
す
る
ょ
り
外
に
考
ヘ
機
が
無
か
っ
た
0
薇
し
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
.ジ
矛
ン
の
發
生
に
直
接
關
係
の 

あ
る
所
の
、
あ
ら
ゆ
る
價
格
現
象
は
總
て
皆
生
活
と
し
て
の
經
濟
を
營
む
人
間
の
行
動
か
ら
出
ず
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
經
濟
的
行 

動
は
貨
幣
的
計
笕
手
段
と
し
て
の
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
：ジ
ォ
ン
の
援
助
に
依
っ
：て
の
み
、
合
理
的
に
、
.全
體
と
し
て
の
經
濟
に
對
す
る
意
思 

を
宛
め
財
貨
の
見
樹
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
、
效
用
決
定
を
實
瑰
す
る
.こ
と
を
得
、
か
ぺ
し
：て
‘欲
望
と
充
足
々
の
間
に一

致
を
與
へ
る
こ 

と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

.

ゴ
ッ
ト
ル
の
此
議
論
は
確
に
' 
シ
.ユ
ト
レ
ラ
ー
の
指
摘
す
る
如
く
、「

價
格
は
平
衡
に
向
っ
て
努
カ
す
る
傾
向
が
あ
る
。
而
し
て
此
平 

衡
は
、
需
要
と
供
給
と
.が
常
に
數
量
的
に
一
致
す
る
時
に
得
ら
れ
る
と
い
ふ
蒂
名
な
命
題
に
歸
す
る」

C

I

S
と
考
へ
て
ょ
い
で
あ
ら 

ぅ
？
然
も
ゴ
ッ
ト
ル
の
說
明
は
此
命
題
以
上
の
詳
細
な
內
容
をf

言
一
句
も
俾 <

‘ ：

て
'居
ら
ぬ
0
如
何
に
し
て「

欲
望
と
充
足」

と
の
間 

に
調
和
を
與
へ
る
の
.か
、「

維
持
と
繼
續」

と
は
如
何
に
し
て
保
證
せ
ら
れ
る
.の
：か
に
就
て
.は
少
し
も
明
で
な
い
。

.t-
-
九
四
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.
齊
人
の
考
ふ
る
所
を
以
て
觀
れ
ば
、
.從
來
の
惯
俯
.理
論
こ
そ
は
實
.に
此
诎
の
事
惝
の
.說
明
に
役
立
つ
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
ゴ
ッ
ト
ル 

は
愤
値
现
論
を
排
し
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
論
を
以
て
價
栳
形
成
の
現
象
を
說
明
し
や
ぅ
と
し
た
が
、
そ
れ
は
結
局
說
明
せ
ら
る
可
き 

當
の
問
題
た
る
愤
格
现
象
を
以
て
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
と
い
..ふ
新
概
念
を
說
明
す
る
に
類
す
る
逆
な
結
末
に
終
つ
て
し
ま
つ
た
觀
が

あ
る
。
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
の
概
念
は
價
値
の
槪
念
に
代
る
も
の
で
は
あ
り
得̂

か
つ
た
し
、
叉
前
者
は
後
容
の
意
味
す
る 

一
•冗

事

I f

を
包
括
す
る
も
の
で
も
あ

.

り
#

な
か
つ
た
。

加
之
、
■ゴ
ッ
ト
ル
、は
，價
値
論
特
に
限
界
效
用
說
を
誤
解
し
て
.居
る
i

は
、
方
法
論
に
於
て
、
個
人
主
義
的
、
原
子
論
的 

な
る
の
故
を
以
て
此
，雞
說
の
立
場
を
非
雛
し
て
居
る
こ
と
で
あ
■る
.。S
九
5

何
が
故
に
誤
つ
て
居
る
の
か
。
凡
そ
或
方
法
的
言
說
を
ぉ 

尹
せ
ん
と
す
る
に
.は
t 

0

^

0
^

^

^

0

$
 

あ
つ
て
、
該
方
法
論
が
現
實
の
霞
に
成
功
せ
ぬ
、
警
す
れ
ば
本
來
の
固
的
に
適
合
せ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
證
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
共 

處
で「

ガ
法
.的
個
人
*
義」

_叉
は
ー
原
子
論
的
解
釋
.

」

.に
就
て
'ゴ
ッ
ト
ル
は
如
何
な
る
.「

非
合
目
的
性」

を
擧
げ
て
居
る
か
。
ゴ
ッ
ト 

ル
に
依
れ
ば
方
法
論
的
個
人
、疆
と
原
子
論
的
解
釋
と
は
、
人
間
の
.共
同
生
活
と
い
ふ
も
の
を
無
視
し
且
つ
各
個
人
と
共
同
生
が
と
の 

■關
係
を
理
解
し
な
い
、
而
し
て
此
方
法
論
に
據
れ
.ば
經
濟
生
活
は
'個
々
の
人
問
で
な
ぐ
個
々
の
行
爲
に
分
#

‘さ
れ
る
汝
行
货
の
1
後
.
 

に
.は
.

「

經
濟
人」

.

.の
代
り
に「

機
械
人
問」

、「

營
利
め
繰
人
形」

が
糸
釔
引
く
、「

交
換
に
對
す
る
決
意
は
經
濟
の
全
體
に
鑑
み
て
全
體 

.に
對
す
る
關
係
の
考
慮
か
ら
生
ず
る
.

」

8
丸
5
.と
：い
ふ
こ
と
が
原
-1
*
論
的
解
釋
.で
は
省
.み
ら
れ
ぬ
の
で
あ「

る
と
。
：
1 

.

.

.

註
.ー
〇
〇
吏
に
他
の
誤
解
は
•
.在來
の
理
論
が
效
W
を
數
最
的
m
測
觉
し
得
る
も
の
.と
し
た
と
一
考
へ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
效
用
說
に
據
ホ 

•太
經
濟
主
腊
は
1決
^
利
得
し
、
1
-惯
^

益̂「

.叉
は
.

『

費
用』

以
上
.に
.超
過
す
る『

效
用』

に
於
げ
る
數
傲
的
差
興
に
從
つ
て
交 

與
を
^
ふ
.

(

G
O
E
■
でwirtschaftlicr.Dimesion,. S.

，1
1
4

)

.と
述
.ぺ
'て
_却
1-
し
..て唐
る
の
で
あ
^
が
' 
之
が
偏
風
.

說
で
あ 

.

..

る
こ
と
は
改
め
て
述
ふ
.る
ま
で
も
な
い
0
更
に
又
在
来
の
理
4
1が
、
人
は
經
濟
を
行
ふ
る
際
し
_て
欲
望
の
段
階
的
秩
序
を
ー
-货
せ 

.

.

.

る
も
の
と
考
：.へ
た
と
言
つ
で
難
ず
る
へ
が(

o
u
; 

 ̂

.1;

體
何
の
著
.潸
が
何
處 

, 

/

.で
斯
樣
な
前
提
备
ひ
た
か
、
恐
ら
く
t

ト
ル
自
汾
も
指
摘
し
S

で
あ
f

。

偵
値W

經
濟
的
デ
イ
メ

ン
ジ
オ
ン 

七1' 

(

そ1

一
九)



 ̂

n
r
,
J
,
u
- f̂d̂̂
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七

s

i

s

確
に
、
吾
々
は
現
#
に
全
體
ど
Q
_係
か
ら
if
れ
て
：
 
一.
C

X
の
交
換
を
判
斷
し
且
つ
實
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。
吾
.々
は
吾
々
の 

行
ふ1

つ
の
經
濟
行
爲
が
將
來
に
對
し
、
或
は
又
現
在
の
他
の
_事
情
に
對
し
如
何
な
る
關
係
の
下
に
立
つ
か
を
考
へ
て
、
然
る
後
に
之 

を
實
行
し
又
は
實
行
を
中
|[
*
す
る
。
.ゴ
ッ
ト

.ル
は
*

來
の
理
論
の
.何
れ
が
，§

«

を
無
視
し
た
：と
い
ふ
.の
か
、
方
法
論
的
個
人
生
殺
を 

採
用
す
る
限
界
效
用
學
派
の
誰
が「

營
利
，の
繰
人
形」

を
主
張
し
た
.の
で
あ
る
か
0
吾
人
は
之
を
知
る
こ
と
を
得
ぬ
0
シ
ユ
ト
レ
ラ
ー 

の
指
示
ず
る
如
く
ゴ
ッ
セ
ン
に
於
て
旣
に
全
體
に
對
ず
る
考
慮
が
注
意
せ
ら
れ
て
居
る
の
を
見
る
、
'即
ち
ゴ
ッ
.セ
.ン
臼
く
.

「

人
間
は
、 

多
數
の
享
樂
の
間
の
選
撖
を
自
凼
に
行
ひ
得
る
が
、
之
に
要
す
る
時
間
を
充
分
に
持
ク
亡
居
ら
ぬ
場
合
に
は
，.，人
間
は
享
樂
の
全
體 

を
部
分
的
に
整
べ
、
然
も
各
.

Y

つ1
つ
1の
享
樂
の
大
さ
が
、
.其
滿
見
の
中
也
さ
る
、
職
間
に
於
て
、
總
て
皆
均1 .

で
あ
る
様
に
盤
へ
ね 

ば
な
ら
ぬ
0
/註
九
七
>
と
0
其
他
經
濟
的
平
衡
論
を
說
く
ワ
ル
ラ
ス
、
パ
レ
ー
ト
、
' シ
.ユ
ン

ぺ

ー

タ

ー

，
カ

ッ

セ
ル
何
れ
も
皆
全
體
を
無 

視
し
て
思
る
も
の
‘は

な

い

‘ 

.

註
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•

經
濟
、王
體
が
種
々
な
る
欲
望
に
胄
立
し
て
如
何
な
る
考
慮
を
拂
ふ
か
を
ゴ
ッ
ト

ル
は
其
全
體
主
義
的
な
.方
法
論
か
ら
何
ぅ
取
极

ふ

か
 

と
い
ふ
に
、

彼
は
效
用
說
と
同
樣
に「

坐
活
に
最
も
必
要
な
る
欲
望
の
充
足
/
註
^0

を
以
て
經
濟
が
始
る
と
い
ひ
、
欲
望
の
强
さ
が
、 

其
行
爲
の
順
序
の
規
準
の
要
素
で
.あ
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
。(

註
^
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.

註
九
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m v

I -

1

比
處
ま
で
論
じ
つ
め
て
來
る
と
、「

花
來
の
理
論
と
ゴ
ッ
ト
ル
の
說
とc

rM
I
に
、
慣
値
及
び
價
«
即
に
择
;1
.て
仅
處
に
ォ
7

^

1ヵ 

あ
る
の
か
不
明
て
•爲
っ
て
來
る
。「

欲
望
と
.充
足」

と
の
關
係
を
霸
せ
ん
と
試
み
る
限
り
、
、コ
ッ
ト
ル
の
說
は
似
‘
效
§

容

$

自 

に
頗
る
接
S

て
來
る
。
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ォ
ン
の
說
明
に
於
て
は
、
..ゴ，
ッ
ト
ル
，は
遂
に
欲
望
と
充

f

の
關
係
を
明
瞭
に
說
明
し 

得
な
か
っ
た
。「

經
濟
的
に
特
質
あ
る
數」

が
如
何
に
し
て
定
め
ら
ら
.る
‘

を
明
に
し
な
か
つ
た
。「

あ
ら
ゆ
る
愤
格
の
根
底」

を
求
も
る 

こ
と
は
言
葉
に
支
配
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
言
つ
て
之
を
問
題
に
せ
ざ
る
の
：趣
が
あ
り
、
M
.

な
る
很
環
答
现
て
1

し
て
i
 

が
如
く
で
あ
っ
た
。
.が
矢
張
り
最
後
の
.究
明
を
追
求
す
る
'、コ
ッ
ト
ル
0
科
學
的
努
力
は
結
局
、
.欲
望
妾
足
と
の
辭
f

R
仙
す
る
に 

•¥
,ら
ノ
め
た

o
ゴ
ッ
ト
ル
の
近
蕃

：Ba
a
r
f

 u
n
d

''d
e
c
k
u
n
g
-

は
此
努
力
の
紘
EHf
で
あ
る
0

Cも
す
”
に
^
へ
ら
か
て
あ
る
こ
{ 

及
界
效
I

I

似
し
て
屈
る
？

t

。
經
f

行
ふ
も
Q

.

I々
な
る
欲
望
滿
暴

f

ば
？

な
る
欲
望
の
上
に
如
何
に
f
 

0
るi

と
い
ふ
に「

f

は
之
l

i

に
裏
す
こ
と
が
出
来
る
、
即
ち
.そ
れ
ぐ
の
|

$

|)

に
は
：
： 
一
■

欲
求
S
 

i (

w

l
 des 

B
e

l
)

が
內
在
し
て
f

と
。
欲
求
の
通
は
、
個
々
別
々
の
欲
望
に
伤
っ
て
は•…

感
情
の
力
に
依
り
て
妥 

M
す
る
に
至
り
、
篇
的
欲
望
に
在
っ
て
は
理
性
の
力
に
依
っ
て
雲
す
る
•に
至
る
。」

I
 

0

1へ
ば
或
人
が
觀
劇
の
I

を
失
は 

ぬ
，

其
I

遊
戯
を
中
止
す
る
決
心
I

す
か
何
ぅ
か
と
い
ふ
問
題
を
考
へ
て
見
る
と
了
解
し
為
い
o 

I

f
 

,

一
 

I

I
あ
る 

砍
求
は
I

何
れ
に
す
べ
き
か
i

ふ
。
此
場
合
、決
宛
が
全
然
感
情
に
應
じ
て
生
じ
得
る
こ
と
は
疑
ひ
無
い
。
* 

. 

•

.
藍

し

人

は

言

に 

，ょ
り|

ー
1

:
に
依
っ
て「

駆
ら
れ
る
か
ら
で
|

$

假
に
其
人
が
劇
場
へ
行
く
と
す
れ
ば
、
雙

は

、觀
燦
の
f

の

力

『

ょ 

り
f

も
S

I
つ
た
こ
と
、『

上
位1

|

め
た
こ
と
を
直
に
知
る
の
で
あ
3
:

」

0
ー0
ー〕「

結

局

晋

人

は
|

に
|

な
る
も
の
に 

關
す
る

S

Q
方
面
か
ら
し
て
、
_.靈

と

欲

賺

上

位

下

f

確
定
す
る
こ
と
に
I

す
る
？

あ
る」

s

i

關

^
一 

^
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經
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デ
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オ
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5
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ノ 

'

疋
に
シ
チ
ト
レ
ラ
ー
の
說
く
如
く「

『

欲
求
の
重
壓』

と

『

坐
活
に
必
要
な
る
も
の』

の
認
識
と
の
ニ
つ
，の
考
慮
が
經
濟
渚
を
驅
り
動 

す
。
而
し
て
之
は
か

1『

主
觀
的
惯
値
評
宛
と
異
る
も

.'

の
で
あ
る
か
、
泛
は
舊
き
概
念
に
對
す
る
新
し
^
^
稱
へ
衣
き
酒
に
對
す
る
新
し 

き
駿
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
は
な

.

い
か
。『

欲
求
の

_

道
歷』

と
い
ふ
用
部

1
.

と
_『

價

値』

と

い

ふ

用

語

と

..の

間

に

或

區

別

を

確

觉

す

る

こ

と

は

下 

可
能
で
あ
る
。
雨
者
は
同

.

一
の
概
念
で
あ
る
？
其
意
味
す
る
内
容

.

は
、.

經
濟

#

が

先

づ

第

一

に

、
最

も

强

く

妥

當

す

る

所

.の

欲

望

を

滿 

况
さ
せ
る
と
い
ふ
こ
と

.

で
あ
る
。
經
濟
諸
が
ー
定
の
欲
望
滿
足
手
段
を
ょ
り
高
く
評
價
す
る
と

.

言
は
ぅ
が
、
欲
求
は
ょ
り
大
な
る
道
腿 

を
持
つ
と
：F

は
ぅ
が
、
唯
單
に
表
現
方
法
の
問
題
に
す
ぎ
ぬ」

c

註
l

i

:

:

蝕

1

〇
H

.
 

s
t
l
.
e
l
l
e
r
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.

 

p

 

S
.

 

3
4

-
5

,

最
後
に
：告
々
は
結
論
と
し
て
左
の
加
く
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
は
、
論
理
的
に
矛
盾
せ
る
概
念
で
あ
る
。 

ー
方
に
於
て
論
银
の
當
の
相
手
の
概
念
を
|1
|
|解
し
、
他
方
、
向
ら
は
#
在
し
得
ざ
る
概
念
を

#
在
せ
る
如
く
想
宛
し
て
獨
0
相
手
を
权 

つ
た
の
が
ゴ
ッ
ト
ル
の
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン

.論
で
あ
る
。
經
濟
.的
デ
ィ
メ
ン
，ジ
オ
ン
に
固
執
す
る
限
り
ゴ
ッ
ト
ル
の
惯
値
贤
格
論
は
！̂A

兀 

全
で
あ
る
が
、
，之
か
ら
離
れ
て
險
界
效
ll
'
j說
に
.類
似
せ
る
說
阴
を
爲
す
點
に
於
て
は
、
經
濟
的
.デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
の
缺
點
を
補
へ
る
觀 

が
あ
る
。
此
祺
は
結
局
ゴ
ッ
ト
ル
の
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン
論
が

「

在
來」

の
.科
學
を
無
視
し
、「

從
來
の」

理
論
を
輕
蔑
し
て
學
問 

上
の
ロ
ピ
ン
ソ
ー

•
■>
>

1
ソ
ー
を
演
ぜ
ん
と
欲
し
た
こ
と
に
#
す
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
と
。

附
記
デ
ィ
メ
ン
ジ
オ
ン

(

D
i
m
po*
n
vな
る

言

葉

を

ば

譯

せ

ず

其

儘

使

5

1た
の

は

、
之

を

强

ひ

て

「

擴

が

り

し

ミ

か

「

大
さ
し
ミ
か
或
は 

1次
一H

」

な

ど

、
課

し

て

薪

苕

の

意

味

せ

ん

d

欲

す

る

所

の

本

来

の

語

義

に

暖

眛

を

與

へ

る

こ

と

を

恐

れ

た

か

ら

で

あ

る

。

フ
ラ
ン
ス
革
命

VI

民
衆
運
動

_

1

其
■指
導
^
と
そ
の
性
質

"

~

■ 

j
:

小

M

順
三

• 

. 

,
 

,

. 

• 

• 

- 

-

ぐ
大

な

る

社
會
變
f

常
に
騷
亂
と
不
秩
序
を
坐
む
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
熱
に
浮
か
さ
れ
i

s

艺

I

I

中
に
あ
つ
て
i

4

< *
r
時
、
f

l

l
民
衆
の
S

I

則
I

彿
せ
し
め
る
。
我
々
は
民
衆
I

接
行
動
を
見
る 

夺
、
そこに行
はふ時

-
財
產
I

す
る
I

的
I

I

識

か

、
或
は
、
I

識
的
I

I

I
を
肯
李
る 

傾
向
I

つ
。
こ
の
理
出
に
依
つ
て
、
民
衆
の
一
族
に
於
て
、
フ
ラ
ン
5

命
は
社
會
主
義
的
實
行
力
の
何
素
か
を
i

し
て
ゐ
な
か 

つ
た
か
と
考
へ
て
見
る
事
も
出
來
る
。
然
し
、
I

ユ
テ
ン
べ
ル
、チ
ェ
は
其
名
载

'

「

社
#

■

と
フ
ラ
ン
ス
第
命」

に
於
て
、
こ
の
挺 

の
見
解
暮
觉
し
て
、「

そ
れ
は
社
重
霞
は
民
衆
心
理
の
极
本
的
原
迦
に
奇
妙
な
誤
解
志
て
ゐ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
掠
奪
の 

あ
ら
ゆ
る

|

は
、
社
會
的
に
呢
有
權
囘
復
の
一
行
動
で
は
な
X
、
.意
識
的
理
論
か
ら
出
發
し
な
：い
場
合
の
個
人
的
衝
動
で
あ
る
。

一
 

片
の
f

盗
む
犬
が
社
看
主
響
で
な
い
機
に
、.一
片
の
。ハ
ン
I

む
飢
ぇ
た
I

も
社
會
I

者
で
な
い」

と
云
つ
て
ゐ
る
。(

>
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